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はじめに 

令和３年 1 月の中央教育審議会答申では、「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学

びと協働的な学びの実現」が提言されました。この「答申」において、2020 年代を通じて実現すべ

き「令和の日本型学校教育」の姿として、これからの学校教育においては、子供たちがＩＣＴも活

用しながら自ら学習を調整しながら学び、子供一人一人が自立した学習者として学び続けていくこ

とが求められています。 

本県では、平成 27 年度から、生徒の「確かな学び、豊かな学び」の実現に向けて「いわての授

業づくり３つの視点」を掲げ、全県で共通して取り組んできました。「いわての授業づくり３つの

視点」を改めて読むと、子供たちが自らの学習を調整する要素が含まれていることに気付きます。 

総合教育センターでは、令和３年から４年までの２か年にわたり、県内の教員のＩＣＴ活用指導

力の充実を図ることを目指し、ＩＣＴ活用実践事例集を作成しました。２年が経過し、県内の各学

校においては、一人一台端末の環境がほぼ整いました。そして一人一人の教育的ニーズ・理解度に

応じた個別学習や情報を収集・編集し、即時に共有・共同編集でき、多様な意見に触れることが可

能になりました。 

このような中、全県がこれまで取り組んできた「いわての授業づくり３つの視点」を、生徒が自

ら学習を調整することに関する視点で捉え直し、焦点化することで、「令和の日本型学校教育」の

姿の実現につながると考えました。そして、本事例集では、授業実践を通して生徒の自ら学習を調

整する姿が具体的にどのように現れたのか、どのような指導を行ったのかを記録し発信することに

より、各学校における教育活動に役立つことを目指しています。 
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理論編 
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（１）2020 年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿                                  

  学校教育では、Society 5.0時代を見据え、児童生徒一人一人が自分のよさや可能性を認識し、

多様な人々と協働しながら、様々な社会的変化を乗り越える力を育成することが求められていま

す。そのためには、「日本型学校教育」のよさを受け継ぎながら発展させ、ＩＣＴの活用や学習

指導要領の実施を進め、「令和の日本型学校教育」を実現することが重要です。 

 

（２）子供の学び 

  これまでの学習指導要領においても、子供の興味・関心を生かし、自主的・主体的な学習を促

進することを重視しています。平成 28年の中央教育審議会答申では、子供一人一人の発達や学

習の課題に応じて個性に応じた学びを引き出す指導が重要であるとされています。特に、各学校

が行う進路指導や生徒指導、学習指導についても、子供の発達を支え、資質・能力を育成する観

点から意義を捉え直し、充実を図ることが求められました。 

平成 29 年に改定された学習指導要領でも「個に応じた指導」の充実が更に重視され、学習内

容を確実に身に付けることができるよう、個別学習やグループ別学習、繰り返し学習などの様々

な指導方法を取り入れることが示されています。また、学校の実態に応じた指導体制の改善とと

もに、ＩＣＴ環境を整え、それを活用した学習活動の充実も不可欠とされています。 

特にＧＩＧＡスクール構想により、学校のＩＣＴ環境が急速に整備される中で、少人数による

きめ細かな指導体制を整備し、「個に応じた指導」を更に充実させることが重要です。この「個

に応じた指導」は、教師の視点から整理した概念であり、「個に応じた指導」を学習者の視点か

ら捉えたものが「個別最適な学び」です。この「個別最適な学び」を進めるためには、教師が専

門職としての知見を活用し、子供の実態に応じた指導や子供が自らの学習の状況を把握し主体的

に学習を調整することができるよう促していくことが求められます。また、「個別最適な学び」

が「孤立した学び」に陥らないよう、「協働的な学び」を充実することも重要です。 

学校における授業づくりでは、「個別最適な学び」と「協働的な学び」が組み合わさることが

多く、これらの要素を一体的に充実させることが重要です。「全ての子供たちの可能性を引き出

す、個別最適な学びと協働的な学びの実現」という目標が、「令和の日本型学校教育」の姿とし

て掲げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 
～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～(答申) 
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「令和の日本型学校教育」の構築を目指して〜全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協

働的な学びの実現〜(答申)【概要】文部科学省（令和３年４月22日更新） 
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「自ら学習を調整する」とは、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するこ

とを指します。子供たちが学習を通じて自らの学びを振り返り、評価し、次にどのように学ぶかを

考えることができるようにすることが重要です。そのために必要なのは、学習者が自分の学習過程

を主体的に振り返り、自己評価を通じて学習方略を修正しながら目標達成に向けて進む能力です。

そして、子供たちがその力を発揮するためには、個別最適な学びの実現を目指すとともに、自己評

価を通じて学習者が次の学びを自律的に進められるよう支援することが重要です。 

次の表は、令和６年度の所員研究の中で実践した六つの教科に関わる「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料」における「自ら学習を調整する」に関連した文章を抽出した

ものです。今回の授業実践の教科に絞って掲載しました。自ら学習を調整している姿とは、どのよ

うな姿なのか、イメージしてみましょう。 

中学校 

国語 

練習を通して相手に伝わるような表現の工夫を考え、発表会に間に合うように選んだ言葉を紹介しようと

している。その中で、表現の修正を行いながら発表会に間に合うようにスピーチを整えようとしている姿。 

文章の構成や表現の仕方等について今まで学習したことを生かして自分の考えを投書に書く活動の中で、

自らの学習の進め方を調整できるようにしたいと考えた。 

自分の知識や経験を踏まえて、清少納言と自分のものの見方や考え方を比べて感じたことや考えたことを

説明する活動の中で、自らの学習の進め方を調整できるようにしたいと考えた。 

中学校 

社会 

「自己の学習について振り返り、調整しようとしている」と示されている。これは、学習内容、学習の方法

や過程を振り返り、学びの調整力を働かせることを確認する場面であることを表している。 

レポートの作成やそれを基にした相互の意見交換から、自らの課題設定の見直しを図り、その過程で生徒

が学習のねらいや過程を振り返り、自らの学習を調整できるように導くことをねらいとしている。 

単元末で、単元の始めに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすこととして見

いだした内容により評価する。 

中学校 

外国語 

分からない時には聞き返している。 

自分が理解したことを確認している。 

自分が話したことが伝わったかを確認している。 

聞き手を意識して、表現を変えるなど言い直しながら伝え合っている。 

聞き手を意識して、話す内容や話し方を工夫している。 

発表後には、友達に感想を聞いている。 

自分の発表をタブレットなどで録画し、改善点を見付けている。 

読み手を意識するために、書いたら、友達に読んでもらい、分かりにくい点がないかを確認している。 

最後まで書き、その後で、教科書や辞書を使いながら、書き直すようにしている。 

書き始める前に、書きたい内容をまとまりごとに分けてメモに書き出している。 

 

２ 自ら学習を調整すること 
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高校 

数学 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの学習状況

を把握し、学習の進め方について試行錯誤する。 

生徒が自らの活動の過程を要約して表現することによって、自分の思考や行動を客観的に把握し認識

すること（いわゆるメタ認知）。 

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断

しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態

度を身に付けている。 

高校 

地理 

歴史 

自分が表現した問いについて、大項目Ｄの学習を通してどのように明らかにしようとしているかを確

認する。生徒が自らの問いに基づいて学習の見通しを立てることは、何をどのように学ぼうとするの

かという自らの学びを調整することにつながり、歴史を自分事として学ぶ姿勢にも結び付くため重要

である。 

生徒が単元全体における自身の学習の経験を振り返り、学習方法や留意点について自身の学びを

確認・調整しようとしているとともに、次の単元での学習とのつながりを見いだそうとしている。 

「持続可能な世界の形成に向けて進んでいくために、どのような課題を設定し、どのように解決

を模索していくか」というに対する生徒の記述から、粘り強く自己の学習を調整し深めようとし

ており、望ましい未来を実現する提案をしようとしている状況。 

単元の終末で、単元の始めに立てた見通しを踏まえて学習への自身の関わりを振り返り、自分に

とっての学習の意義として見いだした内容により評価する。 

次の単元での学習に向けて、自分の学習方法についての課題をどのように改善していくか、その

手段について記述させることで、「粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側

面」を評価する。 

高校 

理科 

「体内環境の維持の仕組みについて、分からなかったこと、あるいは、新たに疑問に思ったこと

をどのようにして解決しようとしたのか」及び「次の単元での学習に向けて、自分の学習方法に

ついての課題をどのように改善していくか」について、両方ともその手段を表現している。 

自らの取組や学習方法を振り返って改善策を表現させること。 

探究活動を通して、生態系とその保全に関する新たな知識や自分の考えを表現するとともに、自

らの取組や学習方法を振り返って具体的な改善策を表現している。 
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県教育委員会では、平成27年度から、「いわての授業づくり３つの視点」を掲げ、児童生徒

の「確かな学び、豊かな学び」の実現に向けて全県で共通して取り組み、学校での組織的な対

応を展開することで、児童生徒一人一人の学力を保障し、豊かな人間の育成を図ってきました。 

この三つの視点は、「学習の見通し」「学習課題を解決するための学習活動」「学習の振り返

り」のそれぞれの段階における授業改善の視点を示しています。この三つの段階に示されたポ

イントは、自ら学習を調整するための手立てと重なるとともに、文言にも自己調整の要素が記

されています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ いわての授業づくり３つの視点 
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視点１「学習の⾒通し」 
自らの学習状況を把握し、課題解決の方法や過程について見通しをもつこと 

自ら学習を調整する姿 

中
・
国
語 

・単元の学習課題に対して現段階の自

分なりの考えがまとめられたこと

や、「もっと詳しく知りたいので、他

の故事成語の成り立ちを勉強しなが

ら考えていきたい」という記述から、

単元の学習課題の解決に向けて学習

の見通しをもつことができた。 

p.17 

→ 

 

中
・
社
会 

・第１時に記述した予想では、「より

よい決定をするためにどんな視点

が必要か」という問いに対して、

「他の人のことも考えた視点」と

記述していた。予想に加わった視

点の記述に注目すると、立場の下

に矢印が書き加えられ「権利」と記

述されている。まとめの記述の前

半には、「相手の立場は、立場では

なく相手のことについていってい

ることを学び」と記述されている

ことから、学習の途中で、「他の人

のことも考えた視点」が、「相手の

権利を考える視点」へと概念化さ

れた。 

p.25 

→ 

 

中
・
外
国
語 

・実際の言語活動を通して現在自分が話すことの

できる表現を確認するとともに、他の生徒が既

習の表現をどのように思い出しながら話す準備

をしているかを共有し、今後自分がどのような

方法で言語活動を改善していくかの見通しをも

った。 

・スピーチをペアで伝え合う際、教科書の表現、

辞書、ＰＣでのインターネット検索機能等、自

身の選択した情報検索の方法で、すばやく発信

までの方向性を自己決定し表現しようとする姿

が見られた。 

 

 

 

p.32 

→ 

 

 

抽出生徒の一枚ポートフォリオより抜粋 

教科書や辞書の活用 

 インターネット検索による確認 

第１時の学習の振り返りの記述 
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視点１「学習の⾒通し」 

 自らの学習状況を把握し、課題解決の方法や過程について見通しをもつこと 

自ら学習を調整する姿 

高
・
数
学
Ⅱ 

・生徒自身が、学習シートにどのような方法で学習する

のかを記述し、様々な方法を組み合わせて計画を立て

た。 

・「周りの雰囲気に流されず、他の生徒とは異なる学習方

法で取り組みたい」という主体的に取り組もうとする

記述が見られた。クラス全体においても、各生徒が自

分の学習状況を把握し、次の授業における学習方法に

ついて考え、学習の調整を行う姿が見られた。 

p.40 

→ 

 

高
・
日
本
史
探
究 

・配付された「学習の進

め方シート」の説明を

受けたのち、グループ

ワークの中で、シート

の説明を確認しなが

ら、学習活動を進めて

いた。グループの中で、

誰が何を調べ、誰が入

力するのかを話し合い

ながら取り組む姿が見

られた。 

 

p.46 

→ 

 

高
・
生
物
基
礎 

・授業概要に従って作成した構造的な学習シートによって、生徒が既習事項や第１時に

学んだ内容を基に、単元を貫く問いを立てた。 

・既習事項について「思いつかない」と回答した生徒が、自ら立てた単元を貫く問いに

よって単元の見通しをもつことができ、「もっと知りたいと思った」と回答する記述

が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.52 

→ 

 

 

学習シート 

「学習の進め方シート」 

生徒が立てた単元を貫く問い 単元の見通しがついた生徒の記述 
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視点２「学習課題を解決するための学習活動」 
自らの学習状況を把握し、進め方を見直したり、試行錯誤したりするなど 

自らの学習を調整しながら学ぶこと 

自ら学習を調整する姿 

中
・
国
語 

・対話的な活動を通し、修正した生徒のカードである。図上段が途中段階で提出した 

カードであり、下段が修正し

たカードである。この二つの

記述を比較すると、読み方が

難しい語句「祭祀」に対して読

み仮名をつけたり、会話文を

挿入したりすることで分かり

やすく、具体的に説明できる

よう修正を図ったことが読み

取れる。 

p.17 

→ 

 

中
・
社
会 

・資料選択の段階で、自分の視点を説明するための資料として、その選択の仕方が妥当

であるか検討することにより、その後の活動に安心して取り組むことができる。 

・資料選択に迷う生徒Ａ（左から２番目）に

対し、教師が、「周りのメンバーの意見を聞

いてみようよ。」と働きかけ、周りの生徒同

士で自分の解釈の仕方を説明し合う関わ

りが生まれた。その後、説明を納得して受

け入れたＡは、選び直した資料を使って、

学習を進めることができた。 

・説明の根拠となる資料を選び直したり、教

科書やノートを振り返って既習内容を確

かめながら解釈の仕方を話し合ったりす

る関わりが生まれた。 

p.25 

→ 

 

中
・
外
国
語 

・生徒は、自身の必要とする音声情報に集中し、繰り返し聞いたり、速度を調節したり

しながら学習者用デジタル教科書の自分なりの使用の仕方を探っていた。 

・教科書の職場体験に関する英文を音読する個人練習と併せて、ペアで音読の録音課題

に協働で取り組む活動を通じて、発音の難しい表現を互いに確認したり、学習者用デ

ジタル教科書の機能で分からないことを教え合ったりと、互いの学習の様子を知って

自身の学習の改善に生かそうとする姿が見られた。 

・コミュニケーションの目的や場面、状況等

を踏まえて、教科書等の英文を取り入れる

工夫をしている生徒の例を全体で共有する

ことで、相手意識をもって自己の言語活動

を改善するために、他の生徒のスピーチを

よく聞こうとしたり、学習者用デジタル教

科書の音声を確認したりしていた。 

p.32 

→ 

 

 

対話的な活動を通し修正したカード 

教師を交えて話し合う生徒 

個人のペースでの学習者用デジタル教科書の操作 
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視点２「学習課題を解決するための学習活動」 

自らの学習状況を把握し、進め方を見直したり、試行錯誤したりするなど 

自らの学習を調整しながら学ぶこと 

自ら学習を調整する姿 

高
・
数
学
Ⅱ 

・教科書の練習問題を解いたら、クラウドに

用意された練習問題の進捗状況を入力する

シートに随時入力していた。進捗状況を確

認した生徒が、授業後に解答を終えた生徒

に話しかけて、解答について話し合う姿が

見られた。 

・クラウド上にある変更した条件を入力するシ

ートを確認することで、新たな問題を考える

際に、自分と同じ部分を変更した生徒同士が、

考え方について話し合う姿が見られた。 

p.40 

→ 

 

高
・
日
本
史
探
究 

・自分に合った調査方法を選択し、学習を進めていた。

活動が停滞したグループは、クラウド上で他のグル

ープのまとめ方を参考にして、日本とイギリスの共

通点と相違点をまとめていた。 

・学習課題に基づいて、グループワークで役割分担し

た上で、それぞれに学習を進め、クラウド上のホワ

イトボードやワークシートにまとめる活動を行っ

た。それぞれに作業状況を閲覧し合い、新たな考え

を加え、個人で単元シートにまとめていた。 

 

p.46 

→ 

 

高
・
生
物
基
礎 

・３人グループを作り実験計画を比較・検討したことで、実験材料を具体的に考えた

り、必要な実験器具を追加したりするなど実験計画の改善をした。また、次時に実

験計画の再検討を行った。その結果、実施が難しかった計画が修正された。例えば、

入手困難な人間の血液から手に入りやすい豚の血液への変更、プレパラート作成に

必要なスポイトや実験手順の追加が行われた。また観察時の注意点も検討された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.52 

→ 

 

 

グループワークに取組む場面 

実験計画の立案における生徒の変容 実験計画の再検討における計画の変化 

進捗状況入力シート 
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視点３「学習の振り返り」 
自らの学習状況を把握し、学習内容や学習方法、課題解決の過程等を評価して

新たな学習につなげること 

自ら学習を調整する姿 

中
・
国
語 

・「成り立ちを調べるのは楽しいから、どんどん調べて知識も増えていく」という記載か

ら、語句がもつ奥深さを実感しながら学習を進めていくことのよさまで考えを広げて

いる。 

・「自分の調べたことをみんなで共有す

る」といった学習過程に係ること、

「言葉の楽しさを知れた」といった

本単元の学習の達成感につながる記

述が見られた。また「これから話すと

き」や「会話で使っていきたい」と今

後の生活場面を想定し有用性を実感

している。 

p.17 

→ 

 

中
・
社
会 

・単元全体の学習を意識しながら振り返りを

行うことができるようにするために、対立

と合意、効率と公正等、この単元で学習し

た概念を図化したものと、単元の最初に出

された予想を箇条書きにしたものを提示

し、自分達の予想が単元の学習を通して、

どのように変化したのかを視覚化する活動

を取り入れた。予想と比較することを大切

にしてきたこともあり、ほぼ、どの生徒も

同じような図を完成させた。その後、一枚

ポートフォリオに文章化して記述するよう

指示したが、ほぼ全ての生徒が、最初の予

想が、「単元全体の学習を通してどのように

変化したのか」という視点からまとめを記

述することができていた。 

p.25 

→ 

 

中
・
外
国
語 

・本単元では、対話的な学びにおける思考・判断・表現の質をより高めるために、単元

のゴールでの活動の相手を、普段は別々に外国語を学んでいる他のクラスの生徒とし

た。言語活動を通して初めて知る 

事実や、相手の話す考え、思いを真

剣に受け止めて言語活動を継続し

ようとする姿からは、各単位時間

の学びを進めてきたことを基に、

自ら学習を調整し、段階的に自信

を深めている様子がうかがえた。 

 

 

p.32 

→ 

 

 

単元の学習の振り返り 

学びを図化したシート 

他のクラスの生徒と言語活動を行う様子 

1313



視点３「学習の振り返り」 
自らの学習状況を把握し、学習内容や学習方法、課題解決の過程等を評価して 

新たな学習につなげること 

自ら学習を調整する姿 

高
・
数
学
Ⅱ 

・GeoGebraを用いることで、領域の図示について抵抗感が少なくなったことや、日常生

活に関するテーマの学習課題を考えたことで、学習意欲の向上につながったことによ

り、振り返りには、条件を変えた問題にも取り組みたいという記述が見られた。 

 

学んだこと、印象に残ったこと、もっと知りたいこと 

不等式の領域を図示することで、最大値や最小値を求めることができるようになった。GeoGebraでグラ

フを動かすことができて楽しかった。また、最後の文化祭の問題のように、問題を自分たちで少し問題

を変えていろいろな問題を解けるのが楽しかったし、勉強方法として取り入れたいと思った。 

文化祭の問題は、文章だけでは解くことができず、最初はこの問題に取り組んだとき、解き方の筋道を

立てることができなかった。しかし、今日また同じ問題に取り組んでみると、難しくはあるものの自力

で解き方を考え、どの知識を使えば答えを出すことができるのかを分析することができていた。みんな

が考えていた条件の変更後の問題にも取り組んでみたい。 

p.40 

→ 

 

高
・
日
本
史
探
究 

・第１時で考えた自分の意見と、第５時で学

んだ他グループが挙げた「学校教育を通

じて西洋文化を普及させた」という内容

を組み合わせていた。学制の発布や義務

教育の開始・無償化が就学率の上昇と識

字率の大幅な向上をもたらしたことを理

由に、教育の拡充こそが明治時代を最も

特徴づける要素だと結論付けていた。 

・新たな疑問や関心として、文化の波及に関

心をもち、受容だけでなく、発信・波及と

いった視点をもち、これからの学習に意

欲をもつ様子が読み取れた。 

p.46 

→ 

 

高
・
生
物
基
礎 

・生徒は、病気が体内に侵入した際に免疫がどのように対抗するか、単元を通して学ん

だ生物の用語の意味を理解し、活用しながらまとめることができた。更に、生徒は、

「免疫が自身を攻撃する場合があることを知り、おどろいた」という自己の知識の変

容に気付き、インフルエンザについて更に調べたいと記述した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.52 

→ 

 

生徒が単元を通して学んだことから病気についてまとめた記述 学んだ知識を活用する生徒の記述 

学習の振り返りの記述 

第５時終末時の単元のまとめ 
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０ 実践事例集の見方について 

x 

国立教育政策研究所から発行された「『指導と評価の一体化』の

ための学習評価に関する参考資料」の参考にして計画しています。 

各教科の単元目標との整合を図り、単元の指導と評価の計画

に位置付けています。

単元の内容に合わせ、学習指導要領等に基づきなが

ら、育成を目指す資質・能力が記載されています。 

単元（題材）、まとまりの中で、生徒の

自ら学習を調整することに関わりながら、

教科の育成すべき資質・能力をどんな場面

でどのように身に付けるのか生徒の具体

の姿を基に授業者の指導・支援について記

載しています。 

単元の評価規準を、１時間ごとやまとまりに整理

し、何について見取るのかを具体的に示しています。 

生徒の学習活動に対して、授業者が

留意する点を想定しています。 

生徒が自ら学習を調整

する活動を促すための学

習指導について、授業者

の指導・支援について記

載しています。 
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単元の指導と評価の計画の中で、自ら学習を調整している生徒の姿が色濃く現れている場面を

記録しています。 

そして、その活動を促す学習指導や更なる授業改善の視点について、考察したことを掲載して

います。 

自ら学習を調整している姿を「いわての授業づくり３つの視点」のそれぞれの視点に分けて記載して

います。 

「視点１ 学習の見通し」 
「視点２ 課題解決に向けた学習活動」 

「視点３ 学習の振り返り」 
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【中学校】【国語科】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 30 日（月）～10 月２日（水） 

対 象 花巻市立花巻中学校 第１学年 １クラス 

授業者 総合教育センター 研修指導主事 西澤 孝司 
１ 単元名 
時を超える言葉「故事成語」 
～言葉の成り立ちを知る良さに迫る～ 
主教材： 「今に生きる言葉 矛盾」 

 
２ 単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 
音読に必要な文語のきまりや

訓読の仕方を知り、古文や漢文
を音読し、古典特有のリズムを
通して、古典の世界に親しむこ
とができる。    （３）ア 
 

文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えを確かな
ものにすることができる。 

      Ｃ（１）オ 

言葉がもつ価値に気付くととも
に、進んで読書をし、我が国の言語
文化を大切にして、思いや考えを伝
え合おうとしている。 
 
 

 
３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
音読に必要な文語のきまりや

訓読の仕方を知り、古文や漢文
を音読し、古典特有のリズムを
通して、古典の世界に親しんで
いる。 

 

「読むこと」において文章を読
んで理解したことに基づいて、自
分の考えを確かなものにしてい
る。 
 

粘り強く考えを確かなものにし、
学習したことを生かして単元の学
習課題に対する自分の考えを説明
しようとしている。 

 
４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 
 本単元では「言葉の成り立ちを知ることのよさは何だろうか」という単元の学習課題を設定し、その課
題に対する自分の考えを交流する言語活動を設定し、本単元の主たる目標である「文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の考えを確かなものにすることができる（読むことオ）」に迫ることを目指す。ま
た、本単元での学習を進めていくにあたり、生徒が主体的に学びを調整しながら学習を進めることができ
るよう、下記のとおり自己調整の充実を図ることとする。 
 
視点１「学習の見通し」●生徒の実態に即した単元の学習課題の設定と学習の見通しの共有 

単元の導入で本単元の学習課題や目的について生徒と共有し、見通しをもって学習を展開できるように
する。生徒は、小学校第３学年で故事成語と出会っているが、故事成語がどのようなものであるかについ
ては理解が不十分である。また、日常生活の中でも無自覚に故事成語を使用していることに気付き、興味
や関心をもつことができるようにする。さらに、故事成語「完璧」の故事を取り上げ、故事と意味の結び
つきを紹介し、「言葉の成り立ちを知ることの良さは何だろうか」という単元の学習課題に迫ることを確認
する。第１時で単元の学習課題に対する現段階での考えを書き、単元の最後には自分の最適解として改め
て考えをまとめることを確認し学習をスタートする。 
 
視点２「学習課題を解決するための学習活動」●目的意識のある意図的な他者との対話的な学習 

本単元では、クラウドを活用し他者との交流を通して自分の学習を調整できるようにする。他者との交
流の中でクラウド上にある他者の考えを参照しながらお互いの考えを説明し合ったり、比較したりする活
動を行うことで、学びを調整する必然性が高まると考える。その実現のために第２時では共通課題として
「矛盾」の成り立ちについて説明し合う活動を行う。自分の説明と他者の説明を比較しながら交流し、自
分の説明をより良いものにしていく。第３時では、自分が選択した故事成語の成り立ちの説明をしていく。
第２時の学習をモデルにしながら個別、協働で学習を進めていくが、途中段階で交流する相手を自由に選
択し自分の考えを見直し、修正してよいこととする。同じ故事成語を選んだ人同士、違う故事成語を選ん
だ人との交流を通し、自分の説明をより確かなものとしていく。第４時ではこのような協働的な学習で学
んだことを根拠としながら単元の学習課題に対する自分にとっての最適解を形成していく。 

 
視点３「学習の振り返り」●単元の学びの実感や有用感を促す学習の振り返り 
 単元学習シートを活用しながら、第１時からの学習の振り返りを蓄積できるようにしする。また、単元
の学習課題に対する変容が分かるように課題に対する学習前後の考えを同一シートに記録することで学
びの実感をもつことができると考える。さらには、本単元の学びを今後の学習や生活にどのように生かし
ていくことができるのかについても考えさせ、「文化としての言語」が価値あるものであることについて実
感できるようにする。このような振り返りを通し、言語文化を継承し未来へつないでいこうとする態度を
養うことができると考える。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体４時間） 

時 

学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

１ 

１ 学習のねらいや進め方を
つかみ、学習の見通しをも
つ。 
・単元の学習課題に対する

現段階の考えを書く。 
 【単元の学習課題】 

言葉の成り立ち（故事）を
知ることのよさは何だろ
うか。 

 
２ 本時の学習課題を設定す

る。 
漢文を声に出して読み、
表現の特徴を捉えよう。 

 
３ 漢文特有の言い回しや特

有のリズムについて考える。 
 
４ 漢文特有の言い回しや特

有のリズムについて全体で
確認する 

 
５ 書き下し文を繰り返し読

んで、漢文特有の言い回しに
慣れる。 

 
６ 漢文特有の表現について

まとめる。 
 
７ 本時の学習を振り返る。 

・小学校第三学年で学習
した「故事成語」の学習
を想起することができ
るようにする。 

・生徒が日常的に使用し
ている故事成語「完璧」
の故事を紹介する。 

・単元のゴールを共有し、
課題意識をもてるよう
にする。 

・「漢文」について確認し、
本時の学習課題を設定
する。 

 
 
・自由に声に出してよい

こととする。 
・「矛盾」の書き下し文だ

けではなく他の書き下
し文や現代語訳文、古
文と比較しながら音読
するよう助言する。 

・漢文特有の言い回しや
リズムを意識して音読
するように促す。 

 
 
 
 
・次時の学習の見通しを

もたせる。 

◆単元の導入で本単元の学習課題や目的に
ついて生徒と共有し、見通しをもって学
習を展開できるようにする。また、より
主体的に学習に取り組むことができるよ
うにするために、小学校での学習を想起
させたり、日常にある故事成語「完璧」
の故事を取り上げたりしながら、「故事
成語」に対する興味をもたせたい。そこ
から単元の学習課題「言葉の成り立ちを
知ることの良さは何だろうか」に迫るこ
とを確認し、課題意識をもたせ、単元の
最後には課題に対する考えを、自分の最
適解としてまとめることを確認し学習を
スタートさせる。また、本単元の学習の
進め方も確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇［知識・技能］ 

観察・ロイロノート 
漢文特有のリズムや言い回しについて

理解しているかを確認する。 
 

２ 

 

１ 本時の学習の見通しをも
ち、学習課題を設定する。 

「矛盾」の成り立ちを捉
え、説明しよう。 
 

２ 「矛盾」の音読をする。 
 
３ 「矛盾」の故事・意味を確

認する。 
 
４ 「矛盾」の成り立ちを説明

できるように自分でまとめ
る。 

 
 
 
 
５ 「矛盾」の説明を交流した

り分からないところを質問
したりする。 

 
６ 全体で「説明」や例文を確

認する。 
 
７ 本時の学習を振り返る。 
  

・本時の学習の見通しを
もてるようにする。 

 
 
 
・前時の学習を意識させ

る。 
 
 
 
・故事と意味の結び付き

を捉えた説明となるよ
う助言をする。 

・必要に応じて漢和辞典
や漫画故事成語など参
考資料を活用する 

・早く終わった生徒は例
文作成するよう促す。 

・他者の説明と比較しな
がら修正することを助
言する。 

 
 
 
・次時の学習の見通しを

もてるようにする。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ロイロノートを活用し、他者が考えた「説

明」を閲覧できるようにし、交流したい相
手を自分で決め、自分の「説明」を紹介し
たり、他者の「説明」を聞いたりする。疑
問に思ったことや、自分がわからないこ
とについても自由に質問しながら自分の
学習を調整し説明をより良いいものにし
ていく。個人で学習したり、他者と交流し
たり、教師に相談したりするなど自分で
時間の使い方を決めさせる。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体４時間） 

時 

学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

３ 

１ 本時の学習の見通しをも
ち学習課題を設定する。 

 
自分が選んだ故事成語の
成り立ちを捉えよう。 

 
２ 選んだ故事成語の音読を

する。 
 
 
 
３ 選んだ故事成語の故事と

意味を確認し、成り立ちを捉
える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習を振り返る。 
 

・同じ故事成語を選んだ
人同士で集まってグル
ープを作成する。 

 
 
 
・漢文特有の言い回しや

リズムを意識しながら
音読するように助言す
る。 

 
・前時の学習をモデルと

しながら学習を進めて
いく。 

 
・個人の進捗状況をロイ

ロノートや机間巡視し
ながら確認し、適宜助
言指導を行い、学習が
滞らないようにする。 

 
 
・次時の学習の見通しを

もてるようにする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆前時と同様に自分の考えを確かなものに

するために必要な参考資料や漢和辞典等
を自由に使いながら説明を作成してい
く。本時は教師の指示で、学習を進めるの
ではなく、生徒が自分の判断で個別、協働
で学習を進めてよいこととする。参考資
料を活用したり他者と交流したりしなが
ら学習を調整し課題解決させる。 

４ 

 

１ 本時の学習の見通しをも
ち、学習課題を設定する。 

 
故事成語の成り立ちを説明
し合い、単元の学習課題に
対する自分の考えをまとめ
よう。 

 
２ 故事成語の音読をする。 
 
 
３ 故事成語の成り立ちを説

明する。 
 
４ 単元の学習課題について

自分の考えをまとめる。 
 
 
５ 単元の学習課題について

交流する。 
 
 
 
 
６ 単元の学習を振り返る。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・漢文特有の言い回しや

リズムを意識しながら
音読するように助言を
する。 

 
 
・本単元の学習したこと

を踏まえ考えを形成す
るよう促す。 

 
・他者の考えを共感的に
傾聴し、多様な価値を
認識することができる
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇［思考・判断・表現］ 

ロイロノート 
  前時までの学習を踏まえ、単元の学習

課題に対して自分にとって最適な考えを
形成しているかを確認する。 

 
◇［主体的に学習に取り組む態度］ 
 観察 

単元の学習課題に対して自分の考えを
積極的に説明しようとしているかを確認
する。 

◆本単元の学習内容や学習方法について振
り返るとともに、本単元の学びを今後の
学習や生活にどのように生かしていくこ
とができるのかについても考えさせ、学
びの達成感をもたせたい。また、言葉は
「文化としての言語」であり、価値あるも
のであることを共有する。 
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」●生徒の実態に即した単元の学習課題の設定と学習の見通しの共有 

第１時 単元の学習課題を設定し学習の見通しをもつ場面 

図１は第１時の学習末に記載した学習の振り返りで

ある。「故事成語について全然知らなかった」という記

述からは現段階での自己の学習状況について自己理解

を図ったことが伺える。また、「故事成語についてもっ

と知りたいと思った。」という記述からは、今後の単元

の学習に対しての興味や意欲が喚起されたことが読み

取れる。図２は、単元の学習課題に対して現段階の自分

なりの考えがまとめられており、「もっと詳しく知りた

いので、他の故事成語の成り立ちを勉強しながら考え

ていきたい」という記述からは、単元の学習課題の解決

に向けて学習の見通しをもてた生徒の姿を見ることが

できる。その他「言葉の成り立ちを知ることのよさを考

えて自分なりに答えを出すことができた。次は他のこ

とをもっと深く考えてみようと思った。」「これから成

り立ちについて理解できるようにしたい。」「もっと他

の故事成語を学んでみたい。」といった記述が見られ

た。 

●生徒にとって必然性のある単元の学習課題の設定と学習の見通しの共有

生徒にとって本単元の学習を魅力的で必然性のある

学習にするために、学習履歴の確認や実態把握、単元の

学習のゴールの確認をした。国語科の学習内容は螺旋

的、系統的に積み重ね発達段階に応じた指導事項が学

習指導要領に位置付けられている。小学校学習指導要

領国語第３学年の知識及び技能（３）我が国の伝統文化

に関する事項イ「長い間使われてきたことわざや慣用

句、故事成語などの意味を知り使うこと」が示されてお

り、先人の知識や教訓、機知に触れ学習をしてきてい

る。そこで、実際に使用した教科書を提示しながら学習

履歴の確認を行った。その結果「故事成語」とはどのよ 

うなものか、どのような学習を行ったかなどについて説明できる生徒は数名しかいなかった。しかし、小

学校との学習のつながりについて全体で確認できたことにより、本単元での学習を通して「故事成語」に

ついてより確かに、そして深い理解を目指していく方向性を共有することができた。また、単元の学習課

題「言葉の成り立ち（故事）を知ることのよさは何だろうか。」に必然性をもって迫ることができるよう故

事成語「完璧」を用いながら実態把握と、単元のゴールや学習の進め方を確認した。ロイロノートのアン

ケート機能を用いて「かんぺき」の漢字を「完璧」「完壁」で選択させた。正しく「完璧」を選択できた生

徒は 63.3％だったが、不正解者も含めどちらが正しいのか迷った生徒がほとんどであった。そのため、「完

璧」の成り立ちを知り、「壁」ではなく「璧」という漢字が使用されていることを確認したことで「言葉の

成り立ちを知ることの良さ」を考えるきっかけとすることができた。また、この際の教師の説明が本単元

図３ 学習モデルとなるシート

図１ 第１時の学習の振り返りの記述 

図２ 第１時の学習の振り返りの記述 
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の学習モデル（図３）であることも確認し、具体的に学習活

動への見通しをもたせることに寄与したと考えられる。さら

に、本単元の学習を進めていくにあたり、「単元学習シート」

（図４）を活用した。単元学習シートの活用により、単元の

学習の流れを俯瞰してみることができ、見通しをもったり、

学びを振り返ったりすることができる。更には、単元学習シ

ートも含め単元で使用する資料やワークシートをロイロノ

ートの 1 枚のカードに集約（図５）し、単元のゴールに向か

ってどのように学習が進んでいくのか具体的なイメージを

もてるようにした。教師だけが課題解決の見通しをもつので

はなく、生徒も見通しをもつことができたこ

とにより、主体的な学習の展開につながった

と考える。 

上記のように生徒一人一人に学習の必然性

や学習の見通しをもたせることをねらいとし、単元の導入の工夫を図った。更に生徒が自分の学びとして

単元の学習を進めていくためには、学習計画の立案や課題解決の方法についても生徒とともに検討しなが

ら適切に学びを委ねていくことができるような単元の導入の工夫を図っていくことが求められる。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●目的意識のある意図的な他者との対話的な学習 

第３時 自分が選択した故事成語の成り立ちを説明するシートを作成する場面 

第２時の「矛盾」の成り立ちについての学習を受け

て、自分が選択した故事成語の成り立ちを調べて説明

するカードの作成を行った。本時の導入において前時

に生徒から提出された「矛盾の成り立ちカード」をク

ラウド上で確認し、本時の学習に生かしたいことにつ

いて確認を行った。また、教師からも前時に提出され

たカードの好事例を視点①～③として示し（図６）、本時の学習活動に生かすよう指示を出し取り組ませた。

図７は「推敲」の成り立ちについて視点①を生かし、自分の言葉で要約しながら記載した生徒のカードで

ある。図８は視点②を生

かし「守株」の似た意味

の言葉について記載し

た生徒のカードである。 

①現代語訳をそのまま記載するのではなく、自
分の言葉で要約しながら記載していること。 

②【補足】のコーナーに「意味が似ている言葉」
「反対の意味の言葉」の項目を設ける工夫を
していること。 

③漢字一文字一文字の意味について漢和辞典
を使い丁寧に調べていること。 

 
 
 

図６ 生徒に示した好事例の視点 

図４ 単元学習シート 

図５ 学習で使用する資料等を集約したシート 

図７ 視点①を生かし「推敲」の成り立ちを記載したカード 
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図９は視点③を生かし「断腸」の漢字一文字一文字の意味を調べ、

さらに「腸がズタズタ」という表現の意味についても説明を加え、よ

り詳しく伝えようと工夫を図ったことが伺える。 

本時は同じ故事成語を選択した生徒同士でグループを作り、対話し

やすいような座席とした。また、

途中段階で提出箱に提出させ、

他者のまとめ方、説明の仕方等

を参考にしたり質問したりす

る時間を設け、修正やブラッシ

ュアップを促した。更に、授業

後半では自分とは異なる故事

成語を選択した生徒に自分の

説明が伝わるか確認をさせた。

生徒たちは、次時に向けて最終

調整を行った。（図 10） 

図 11は、対話的な活動を通し、修

正した生徒のカードである。図上段

が途中段階で提出したカードであ

り、下段が修正したカードである。

この二つの記述を比較すると、読み

方が難しい語句「祭祀」に対して読

み仮名をつけたり、会話文を挿入し

たりすることで分かりやすく、具体

的に説明できるよう修正を図った

ことが読み取れる。また、表１は第

３時の学習の振り返りの記述である。 

 

３時間目の振り返り 
前の時間より、自分の言葉でまとめることができた。補足のところに意味が難しいところの説明を書く
ことができた。 
他の人の工夫を取り入れて自分なりの文章にできたし、例文や言葉の意味までかけた。 
自分の言葉で書いたり長くなりすぎたりしないように、あまりいらない部分は削ったりした。似たよう
な言葉を調べることができた。 
前よりも言葉の意味や使い方をより詳しく調べることができてよかった。 
言葉ができるもととなった出来事だけでなく、どうしてその漢字になったかもまとめられるようになっ
た。次の時間では、初めて聞いた人でも分かるような説明をしたい。 

振り返りの記述からは、前時の学習を生かし本時の学習を進められた生徒の姿、他者との対話を通し、

相手意識をもちながら修正をした生徒の姿を読み取ることができる。更には、本時の学習での自己の成長

について触れながら次時に向けての見通しをもった振り返りをした生徒の姿も見られた。 

 

●目的意識のある意図的な他者との対話的な学習 

第３時は自分の興味関心に沿って調べる故事成語を選択し、その成り立ちをまとめる学習活動を行った。

第２時の共通教材「矛盾」の成り立ちについてまとめたカードをクラウド上で確認しながら、他者のカー

ドのよさを確認した（図 12）。クラウドを活用することにより学級全員のカードを手元で確認し、お互いの

図９ 視点③を生かし詳しく意味を 

調べたカード 

図 10 説明し合う生徒の様子 

表１ 第３時の学習の振り返り 

図８ 視点②を生かし「守株」の似た意

味の言葉を記載したカード 

図 11 対話的な活動を通し修正したカード 
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よさを学び合うことができたと考える。また、全体のブラッシュアップを図るために教師からカード数枚

を指定し、その良さの視点を示し共有を図った。 

 本時の学習課題を解決するための手段として他者との対話を位

置付けた。授業前半では同じ故事成語を選択した者同士（図 13）の

対話を通して、後半は違う故事成語を選択した者との対話を通して

課題解決の充実を目指した。これを実現するために同じ故事成語を

選択した者同士で座席を組むとともに、クラウド上で誰がどの故事

成語を選択したのかが分かるようにした。そのことにより生徒は目

的意識をもって他者

と対話することがで

きたと考える。また他

者との対話の際には、

何を調べたのか、どの

ように調べたのかも

聞き合うことで、自力

解決の手立てを獲得

させた。本単元では、

生徒が自力解決できる

よう、漢和辞典や関連本の設置、「漫画故事成語」や必要な情報にア

クセスできる「Web カード」を準備した（図 14）。 

 クラウドを活用し、個々の目的に沿って対話する相手を選択でき

ることはＩＣＴ活用の利点である。一方で必要な情報を自力で見付けることができない生徒がいたり、し

っかりと吟味せずに他者の考えをまねたりする生徒もいるため情報活用能力の育成の視点をもちながら使

用させていくことが今後更に重要となるであろう。 

視点３「学習の振り返り」●単元の学びの実感や有用感を促す学習の振り返り 

第４時 単元の学習課題を振り返る場面 

単元の学習課題に対しての変容や深化を実感さ

せるために学習前後の考えが比較できるように単

元学習シートに記載させた。図 15 の抽出生徒の学

習前後を比較すると、学習前は「言葉の意味がしっ

かりと分かるようになる」という記述のみだった

が、実際に成り立ちを調べたり、説明したりする学

習活動を通して「その言葉を正しい場面で使える。」

という記載が加わり、語句を使用する場面へ視野を

広げていることが伺える。さらには「成り立ちを調

べるのは楽しいから、どんどん調べて知識も増えて

いく」という記載からは、語句がもつ奥深さを実感

しながら学習を進めていくことのよさまで考えを

広げていることが読み取れる。単元の導入時に、学

習課題について唯一解を形成することが目的では

なく、自分にとっての最適解を形成することがゴールであることを確認し進めたことで、一人一人が自分

自身の成長や達成感を実感することができたと考えられる（表２）。 

図 13 同じ故事成語グループで対話しながら 

学習する様子 

図 14 漢和辞典や関連図書を活用し学習 

する生徒の様子 

図 15 単元の学習課題に対する変容 

図 12 クラウド上で他者のカードを探す 

様子 
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また、単元の振り返りとして「この単元で学んだことを振

り返り、これからの学習や生活でどのように生かしていきた

いですか。」の視点で振り返らせ記述させた。図 16の抽出生

徒の記述からは「自分の調べたことをみんなで共有する」と

いった学習過程に係ること、「言葉の楽しさを知れた」といっ

た本単元の学習の達成感につながる記述が見られた。また「こ

れから話すとき」や「会話で使っていきたい」と今後の生活

場面を想定し有用性を実感していることが伺える。表３の記

述からも多くの生徒が単元の学習と今後の言語生活を結び付けながら記述した様子が伺える。 

 
 

単元の振り返り 
この単元で学んだことをいかしてこれからも言葉の意味を理解しながら勉強をしていきたいです。他に
も漢字一つ一つの意味も考えながら国語の学習をしていきたいです。 
「矛盾」や「漁夫の利」について調べたことを生かして、日常生活の中で故事成語を使用していきたい
と思った。これからも言葉の成り立ちについてたくさん調べてみたいと思った。 
自分の知らない言葉やいろんな成り立ちについて最後までしっかり知ることができたので良かったと
思いました。自分が興味を持った言葉を更に調べると、知らないことをもっと深く知ることができると
思いました。 
一つ一つの漢字の意味を考えながら書いたりしたい。理解したことを分からない人に教えることでより
理解し、語彙力が高まると感じた。 
故事成語について初めて学んで、難しい文章が沢山あったが、言葉の成り立ちや使い方について詳しく
調べてから読み進めることによって、とても面白いと感じたし、初めて知る言葉だらけで驚きもあった。
この４時間で学んだ言葉や文のつくりなどはこれからの国語の学習にいかして生きたい。 

 

●単元の学びの実感や有用感を促す学習の振り返り 

単元学習シートには毎時間の振り返りに加え、単元の学習課題に対する学習前後の考えを記載できるよ

うにした。本単元では「読むこと」における考えの形成「文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えを確かなものにすること」の資質・能力の育成を目指している。そのため、自分の考えが単元の学習

を経てどのように確かなものになったのか、広がったり深まったりしたのかワンペーパーに記すことで簡

単に比較することができより実感を伴ったものになったと考えられる。また、単元全体の振り返りでは学

習内容や課題解決の方法を振り返るだけではなく、今後の学習や日常生活に生かす視点をもたせて記載さ

せたことにより、学習したことの有用感や達成感を自覚させるとともに、生徒が今後の学習に対してより

主体的に学びを進めていこうとする態度の育成に繋がっていくと考えられる。 

学習前 学習後 

その言葉を使う場面がわかる。 
その言葉の意味を細かく知り、この単語をどんな
時に使えるかという判断ができるようになる。 

言葉の正しい意味や使い方がわかる。 
成り立ちを知ることで作った人の思いがわかると
思った。また、言葉の正しい使い方を知ることがで
きると思った。 

※記述なし 

成り立ちを知ることによって今までなんとなくし
か分からなかった言葉の意味が、本当の意味とし
て分かり使えるようになる。○○さんの考えの「言
葉一字一字に思いが込められている」というのに
共感した。 

言葉をうまく使えるようになる。いろいろな表現
ができる。 
 

今まで知らなかったり、意味が分からなかったり
した言葉について、どのように使うか分かる。使え
る言葉も増え表現が豊かになる。 

 

表２ 単元の学習課題に対する学習前後の比較 

表３ 単元の学習の振り返り 

図 16 単元の学習の振り返り 
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【中学校 社会科】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年８月 30 日（金）～９月 10 日（火） 

対 象 花巻市立花巻中学校 第３学年 １クラス 

授業者 総合教育センター 研修指導主事 福井 正人 

１ 単元名 

公民  第１章 現代社会と私たち  第３節 現代社会の見方や考え方 

２ 単元の目標 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

・現代社会の見方・考え方の基礎

となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

する。

・人間は本来社会的存在であるこ

とを基に、個人の尊厳と両性の本

質的平等、契約の重要性やそれを

守ることの意義及び個人の責任

について理解する。

・社会生活における物事の決定の

仕方、契約を通した個人と社会と

の関係、きまりの役割について多

面的・多角的に考察し、表現する。 

・現代社会に見られる課題の解決

を視野に主体的に社会に関わろ

うとする態度を養う。

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①現代社会の見方・考え方の基礎

となる枠組みとして、対立と合

意、効率と公正などについて理解

している。

②人間は本来社会的存在である

ことを基に、個人の尊厳と両性の

本質的平等、契約の重要性やそれ

を守ることの意義及び個人の責

任について理解している。

①社会生活における物事の決定

の仕方、契約を通した個人と社会

との関係、きまりの役割について

多面的・多角的に考察し、表現し

ている。

①現代社会に見られる課題の解

決を視野に主体的に社会に関わ

ろうとしている。

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

視点１「学習の見通し」●一枚ポートフォリオによる学習計画の共有と獲得した視点の可視化 

Ａ３判一枚のポートフォリオを作成し、１時間毎のまとめを記録していく。ポートフォリオには、単元

のまとめと振り返りの評価規準をルーブリックで示し、自己調整を図りながら学習に取り組めるようにす

る。単元の中心概念に至るためのキーワードとした「よりよい決定をするために必要な視点」への素朴な

認識を「予想」という形で残し、問題解決の過程で学んだ概念を「予想に加わった視点」として可視化し

ていくことで自己の学びの成果を肯定的に捉えられるようにする。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●パフォーマンス課題の設定による学習の複線化 

単元で身に付けた「よりよい決定の仕方の視点」を使って問題解決に取り組む場面を設定する。「効率」、

「手続きの公正さ」、「機会や結果の公正さ」の三つの視点で複線化して調べ、他の視点で調べたメンバー

に説明する責任をもたせる。ロイロノートの共有ノート上で調べる過程を共有したり、選択できる資料に

幅をもたせたりすることで目的の達成に向けた自己調整が図られるようにする。 

視点３「学習の振り返り」●終末場面での学習全体を振り返る活動 

第５時の後半では、一枚ポートフォリオを基に、単元全体の学習で理解したことを図化することにより、

振り返る活動を取り入れる。一旦、図に表すことで、思考を整理し、言語化する際の助けとなるようにす

る。  
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５ 単元の指導と評価の計画（全体５時間） 

時 

学習活動 指導上の留意点 重
点 

記
録 

評価規準・評価方法 
◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

単元の学習問題：対立を合意に導くための、「よりよい決定をするために必要な視点」とは、どのようなも

のだろう。 

１ 

私たちは、意見が対立した時に、どのように解決をす
ればよいだろう。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
主 
① 
 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
◇「よりよい決定をするために

必要な視点を考える活動を基
に、問いを見いだしたり予想

をしたりしているか。」を評価
する。［主体的に学習に取り組
む態度］ 

◆単元の学習問題に対する予想
という形で、「よりよい決定を
するために必要な視点」に対

する素朴な認識を表出できる
ようにする。一枚ポートフォ
リオで可視化することで、そ
こに加わった新たな視点（概
念）を認識できるようにする。 

・花巻図書館新設の計画を知
り、「どんな図書館を作る

べきか」、「どこに図書館を
作るべきか」考える。 

 
 
 
・意見の対立が生まれる条件

を確かめる。 
 
 
・単元の学習問題を立て、予

想する。 
 

 
・学習計画を立てる。 

・実際の基本方針に沿っ
て、考えるよう指示す

る。検討のために生じ
る意見の違いも含め
て、「対立」という枠組
みで捉えていくこと
を確かめる。 

・人間は、社会的存在で

あるがゆえに、対立が
生じることを確かめ
る。 

・図書館について考えた
際の理由を板書して
おき、予想に生かせる

ようにする。 
・単元計画は、一枚ポー

トフォリオにするこ
とで、学習の見通しを
もてるようにする。 

・単元で獲得した「より

よい決定をするため
に必要な視点」を使っ
て、新図書館検討の過
程を見直すという単
元のゴールを共有す
る。 

２ 

 対立から合意にいたる中で、きまりにはどんな役割が
あるのだろう。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
知 
② 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
〇 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◇まとめの記述から、「人間は本

来社会的存在であることを基

に、きまりの重要性やそれを
守ることの意義及び個人の責
任について理解しているか。」
を評価する。［知識・技能］ 

 

・身近にあるきまりについて
考える。 

 

 
 
 
・権利と義務の関わりを整理

する。 
 

 
 
 
 
・具体の事例で確かめる。 
 

 
 
 
 
 
 

・きまりによって生じる
義務や責任と守られ
る権利の関係を確か

め役割を表現すると
いう見通しがもてる
ようにする。 

・図で表現することで、
「きまり」は、社会集
団の中の全員に等し

く義務や責任を課す
ことで、一人一人の権
利を守る働きがある
ことを確かめる。 

・具体の事例に当てはめ
て考えることで、実感

を伴って理解できる
ようにする。 

 
  きまりには、一人一人に、義務や責任を与えるこ

とで、お互いの権利を守る役割がある。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体５時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導

３ 対立を合意に導くための、「よりよい決定をするため

に必要な視点」とは、どのようなものだろう。 

知 

① 

〇 ◇まとめの記述から、「対立を合

意に導く考え方の枠組みとし

て、効率と公正の考え方を理

解しているか。」を評価する。

［知識・技能］

・具体的な事例をもとに、合
意を導き出すためには、効
率と公正の考え方が大切
であることを捉える。

・教科書で効率と公正の視点

について調べる。

・体育館使用の決め方の
場面を扱い、「よりよ
い決定をするために
必要な視点」を話し合
う。

・効率と公正の視点から
分類し、整理すること
で、具体の事例と結び
付けて理解できるよ
うにする。

４
・
５

「よりよい決定をするために必要な視点」は、実際の

決定の仕方にどのように生かされているのだろう。 

思 

① 

主 

① 

〇 

〇 

◆ロイロノートの共有ノートで、

同じ視点で調べている生徒の

調査を他者参照できるように

することで、お互いの調査資

料の選び方や読み取り方を参

考にしながら調べられるよう

にする。

◇ロイロノートの成果物と交流

の観察から、「社会生活におけ

る物事の決定の仕方につい

て、多面的・多角的に考え表現

することができたか。」を評価

する。［思考・判断・表現］

◆構想の視点の違いを判断規準

とし、相手の意図を理解する

ことを目的とした対話を行う

ことで、自分の考えを深めら

れるようにする。

◇話し合いの観察とまとめの記

述から、「自分の考えを言葉で

伝えたり、相手の考えの良さ

を取り入れたりしながら自己

調整をしながら、効率と公正

の概念の生かし方を考えよう

としたか。」を評価する。［主体

的に学習に取り組む態度］

・花巻図書館新設に向けて

の決定の仕方に、「効

率」、「手続きの公正」、

「機会や結果の公正」

が、それぞれどのように

実現されているかを分担

して調べる。

・調べたことを交流し、単

元のまとめを記述する。

・「より良い決定のために必

要な視点」の生かし方を

考える。 

・３人グループを基本と

し、複線化して調査活

動を行うことで、自分

の調査に責任をもてる

ようにする。

・自分が調べたことだけ

でなく、発表を聞いて

理解した内容も総合し

て記述するよう助言す

る。

・時間（今すぐ⇔将来）、

社会集団の大きさ（身

近⇔世界）の二つの軸

で分類することによ

り、構想の視点の違い

を可視化して、対話が

深まるようにする。

・授業では、対話までと

し、ポートフォリオへ

の記述は、課外活動で

取り組むよう指示す

る。

 よりよい決定の仕方には、効率と公正の視点が必

要である。効率とは、金や物、時間や労力が無駄なく

使われているかという視点で、公正とは、みんなが決

定に参加しているか、結果が誰もが納得できるもの

になっているかという視点である。 
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６ 生徒が自ら学びを調整する姿 

視点１「学習の見通し」●一枚ポートフォリオによる学習計画の共有と獲得した視点の可視化 

抽出生徒１ 

「バランス」というキーワードを見付け 

まとめに生かした例 

 記述例１は、抽出生徒１の一枚ポートフォ

リオから、予想、予想に加わった視点、まと

めを抜粋したものである。第１時に記述した

予想では、「よりよい決定をするためにどん

な視点が必要か」という問いに対して、「他の

人のことも考えた視点」と記述していた。 

 予想に加わった視点の記述に注目すると、

立場の下に矢印が書き加えられ「権利」と記

述されている。まとめの記述の前半には、「相

手の立場は、立場ではなく相手のことについ

ていっていることを学び」と記述されている

ことから、学習の途中で、「他の人のことも考

えた視点」が、「相手の権利を考える視点」へ

と概念化されたことが読み取れる。 

 また、予想に加わった視点に目を戻すと、効率、公正の右側にバランスという記述がなされ、丸印で囲

まれている。この記述は、他の生徒には見られなかった記述で、第３時から第５時までの対話を通して加

わった、この生徒のオリジナルのキーワードである。このバランスというキーワードは、まとめの後半の

記述にも生かされ、この生徒の記述の個性を形作る重要な要素となっている。 

抽出生徒２ 

 まとめへの書き込みを生かして考えを自己調整した例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記述例２ 抽出生徒２の一枚ポートフォリオ 

 

記述例１ 抽出生徒１の一枚ポートフォリオより抜粋 
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記述例２は、抽出生徒２の一枚ポートフォリオの記述である。第１時に記述した予想では、「よりよい決

定をするためにどんな視点が必要か」という問いに対して、「相手の意見の良い所を見つける視点」と記述

していた。この生徒の予想に加わった視点に注目すると、「相手の権利を考える視点」、「効率を求める視点」

等、各時間の学習で習得した視点を淡々と記述している。一方、第２時のまとめに注目すると、前段で「決

まりの役割」についてのまとめを記述した後に、「しかし…⇒なぜきまりがあるのかを共有できないと反感

→対立となってしまうこともあると思う。⇒全員納得…公正さが特に大切‼」と記述し、単元の学習問題で

ある「対立を合意に導くためのより良い決定をするために必要な視点とはどのようなものだろう。」という

問いに対しての考えの調整が図られていることが読み取れる。これは、第３時のまとめにも見られ、「公正

さが大切 Point 何においても重要。対立を防ぐ」と記述されている。 

 単元のまとめの記述に目を移すと、「効率の良さはもちろん、手続きや機会、結果の公正さも両立させら

れると…」と記述されており、第２時、第３時での自ら学習を調整したことを生かして「よりよい決定を

するために必要な視点」の概念化が図られたことが分かる。 

第４時 獲得した視点を生かして課題を追究する場面での一枚ポー 

トフォリオの活用 

 図１は、第４時の個別の課題追究場面での学習の様子である。こ

の時間は、既習の視点が、実際の決定場面にどのように生かされて

いるのかを個別に追究する場面である。タブレットの中に格納され

た、電子データを使って追究しながらも、常に手元に一枚ポートフ

ォリオを置いて、既習の視点を確認したり、友達との対話による気

付きを記録したりする様子が見られた。学習の全体像を可視化した

ことによるメリットが生かされた場面である。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●パフォーマンス課題の設定による学習の複線化 

第４時 獲得した視点を生かして課題を追究する場面 

 第３時までに獲得した、「効率」の視点、「手続きの公正さ」

の視点、「結果や機会の公正さ」の視点が実際の決定場面に生

かされているかどうか確かめ、適切な資料を基に資料を選択し

てまとめるパフォーマンス課題を設定した。図２のように、グ

ループ内で三つの視点を分担して調べ、追究内容の複線化を図

ることで、一人一人の学習に責任を与え、より自ら学習を調整

する必要感が生まれるようにした。 

図３のように、６種類の資料を教師が準備し、自分の視点を

説明するための資料の解釈という一番重要な判断に意識が向

かう環境構成とした。学習内容を複線化する学び方は初めてだ

ったので、

同じ視点

で調べる

生徒同士

のグルー

プを意図

的に構成

し、その上 

で調べ方や協働の度合いは自分達で調整してよいこと

を伝えた。 

 

図１ 第４時の学習の様子 

図２ パフォーマンス課題 

図３ 提示した資料 
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図４は、第３時までのノートを振り返りながら、視点を確

かめつつ、課題に取り組んでいる生徒の様子である。個人内

で獲得した知識の使い方を調整しながら、学びを深めた例と

捉える。図５は、生徒同士での対話により、資料の解釈を確

かめている様子である。資料選択の段階で、自分の視点を説

明するための資料として、その選択の仕方が妥当であるか検

討することにより、その後の活動に安心して取り組むことが

できたと分析する。図６は、教師を交えた話合いにより、考

えの修正を図っている場面である。資料選択に迷う生徒Ａ

（左から２番目）に対し、教師が、「周りのメンバーの意見 

を聞いてみようよ。」と働きかけ、周りの生徒同士で自分の解釈の仕方を説明し合う関わりが生まれた。そ

の後、説明を納得して受け入れたＡは、選び直した資料を使って、学習を進めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時 異なる視点で調べた者同士で交流する場面 

 第５時は、元のグループに戻り、三

つの異なる視点で調べた者同士で結

果を交流した。視点が違うのに、同じ

資料を根拠にしていた場合は、その妥

当性を話し合うように指示した。ま

た、資料や説明を修正した場合は、資

料に書き加え、学びの経過を残すよう

指示した。 

 図７は、話し合いにより、「機会の公

正さ」を説明するための資料として、

根拠となる資料を加えた例である。右

側で述べた結論を説明するためには、

最初に選択した資料だけでは、不十分

であるという解釈のもと、上から選ん

だ資料を加えたことが分かる。このよ

うな方法で、自ら学習を調整する過程

を視覚化して残すことは、生徒が自ら

学習を調整することをメタ認知する

効果があると共に、教師にとっても、

生徒の思考過程を知ることで、指導や

支援に生かすヒントとなり得るもの

図４ 既習を生かして学ぶ生徒 

図５ 資料の解釈の仕方を話し合う生徒 
図６ 教師を交えて話し合う生徒 

図７ 対話により資料を修正した生徒のシート 
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であると考える。 

全体の様子に目を向けると、９班中８班に、異なる視点で同じ資料を根拠としていた例が見られた。こ

のことにより、図７のように説明の根拠となる資料を選び直したり、教科書やノートを振り返って既習内

容を確かめながら解釈の仕方を話し合ったりする関わりが自然と教室中に生まれ、予定の時刻を過ぎても

対話が止まらない状況となった。今回の環境構成で大切にしたことの一つは「明らかな正解をつくらない。」

ということである。そのために提示する資料の数や種類を調整しながら、予想される解釈の仕方を吟味し

た。このように資料の数や種類を調整することで、生徒の意識が課題解決に向かうことを目指すアプロー

チの仕方は、他の単元でも有効であると考えるので、今後検証を重ねていきたい。

視点３「学習の振り返り」●終末場面での学習全体を振り返る活動 

第５時 学習全体を振り返る場面 

 単元全体の学習を意識しながら振り

返りを行うことができるようにするた

めに、対立と合意、効率と公正等、この

単元で学習した、概念を図化したもの

と、単元の最初に出された予想を箇条書

きにしたものを提示し、自分達の予想が

単元の学習を通して、どのように変化し

たのかを視覚化する活動を取り入れた

（図８）。 

 ４時間目までの学習においても、予想

と比較することを大切にしてきたので、

ほぼ、どの生徒も同じような図を完成さ

せた。その後、一枚ポートフォリオに文

章化して記述するよう指示したが、ほぼ

全ての生徒が、最初の予想が、「単元全

体の学習を通してどのように変化した

のか」という視点からまとめを記述する

ことができていた。 

 ただし、一枚ポートフォリオにまとめ

た時点で、単元の学びを通しての自己調

整の様子が表出していた生徒も多かっ

たことから、この手立てがなくても、同

じような成果が得られたかもしれない。 

図８ 提示したワークシート 
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【中学校】【外国語科】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 18 日（水）～10 月７日（月） 

対 象 花巻市立花巻中学校 第２学年 １クラス 

授業者 総合教育センター 主任研修指導主事 向口 千絵子 

１ 単元名 

PROGRAM５ Work Experience (SUNSHINE ENGLISH COURSE２) 

２ 単元の目標 

職業体験で学んだことについて、お互いの苦労や努力等を共感し合いながらスピーチの発表会をするた

めに、簡単な語句や文を用いてスピーチをすることができる。 

３ 単元の評価規準「話すこと［発表］」 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・疑問詞＋to 不定詞、look,get

等＋形容詞、become＋名詞［形

容詞］、主語＋give,buy 等＋目

的語＋形容詞を用いた文の構造

を理解している。

・職業体験について、事実や自分

の考え、気持ちなどを整理し、

疑問詞＋to 不定詞、look,get

等＋形容詞、become＋名詞［形

容詞］、主語＋give,buy 等＋目

的語＋形容詞などの簡単な語句

や文を用いて学んだことなどを

話す技能を身に付けている。

職業体験で学んだことについて

同学年の様々な人と共有するた

めに、共有したい発見・苦労（事

実）や自分の考え、気持ちなどを

整理し、簡単な語句や文を用いて

まとまりのある内容を話すこと

ができている。 

職業体験で学んだことについて

同学年の様々な人と共有するた

めに、共有したい発見・苦労（事

実）や自分の考え、気持ちなどを

整理し、簡単な語句や文を用いて

まとまりのある内容を話そうと

している。 

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

視点１「学習の見通し」●学習過程の可視化と学習課題の明確化 

・単元の目標と具体的なゴールの言語活動を常に確認しながら学ぶことができるよう、単元学習シートを

共有する。 

・実際に行われた職業体験と関連付けた授業構成により、言語活動を内容面・言語面で振り返る際に生徒

がより自分事として課題を捉え、主体的に学ぶことができるようにする。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●自己評価や言語活動の改善を促す学習過程 

・職場体験での経験（事実）や自分の考えを整理し、適切に話すことができるようにするために、ペアや

グループでの言語活動を設ける。 

・言語活動の振り返りを行い、友だちの言語活動の工夫等から学んだことを、自己の学習課題の解決につ

なげていくことのできるよう、指導の個別化を図る。 

・学習者用デジタル教科書等 IＣＴを積極的に活用し、音声等を確認したり、自分のスピーチに必要な表

現を参照したりするなど、自ら学習を調整することのよさを共有できるようにする。 

視点３「学習の振り返り」●学んだことの自覚化を促す場の設定 

・対話的な学びを通して気付いたことを交流したり、単元学習シートに課題の解決に向けての達成状況を

記入したりすることで、どのような学習方法で自身の言語活動の改善が図られたかの自覚化を促し、達

成感を次の学びへとつなげられるようにする。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体７時間） 

時 ねらい（■）・主な言語活動等（丸数字） 知 思 態 ◇評価[評価の観点]

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導

１

■単元の目標と学習内容について理解し、自己目標を設

定する。

①職業体験について教師とやり取りし、題材に関する興

味・関心をもつとともに、単元のゴールとなる言語活

動についてイメージをもつ。

②職業体験に関してメモを基にスピーチを行いグルー

プの人と考えを伝え合う。（単元のゴールで行うパフ

ォーマンス課題に現段階でどの程度取り組むことが

できるかの確認）

③単元のゴールの活動を理解する。

④単元の自己目標を設定する。

◆単元の目標と学習内容につい

て理解し、見通しをもつ。

◆言語活動を振り返り、単元の

目標を達成するために、どの

点をどのように頑張れば良い

かを考え単元学習シートに記

入する。

 

 

 

 

２

■職業体験に関する英文を聞いたり読んだりして、概要

や要点を捉え、ペアで伝え合う。

①職業体験について書かれた教科書の本文を聞いたり

読んだりして、表に整理しながら把握する。

②疑問詞＋to 不定詞の働きや構造について、様々な例

を通して気付く。

③スピーチを改善する表現を考えるために、ペアやグル

ープで音読活動を行う。

④自分のスピーチを改善する視点で振り返りを行う。

◆言語活動を行った後、振り返

りを行う。

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。

３

■職業体験を通して「分かったこと」をペアに伝える。

①職業体験を経験した登場人物が、「見学して分かった

こと」を相手に伝える表現に注目して読む。

②look,get 等の動詞＋形容詞、become＋名詞［形容詞］

の働きや構造について、様々な例を通して気付く。

③スピーチを改善する表現を考えるために、ペアやグル

ープで音読活動を行う。

④自分のスピーチを改善する視点で振り返りを行う。

◆ペアやグループでの活動後

に、他の人が話していた内容

や話し方の工夫について参考

にできるようにする。

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。

４

■職業体験を通して「自分が成長したと思うこと」をペ

アに伝える。

①職業体験を経験した登場人物が、「最も印象に残って

いる出来事」を相手に伝える表現に注目して読む。

②主語＋give,buy 等の動詞＋目的語＋形容詞の働きや

構造について、様々な例を通して気付く。

③キーフレーズを基に、職業体験で「自分が成長したと

思うこと」を話したり聞いたりする。

④どのようなコメントや質問が、伝え合いをよりよくす

るか考える。

◆振り返りを交流し、目標を達

成するために工夫しているこ

とを学び合う。

◆スピーチを聞いた後の質問

や、やり取りの在り方につい

て、モデル等を参考にしなが

ら分析する。

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。

記録に残す評価は⾏わない。た
だし、ねらいに即して⽣徒の活
動の状況を⾒届けて指導に⽣か
すことは毎時間必ず⾏う。活動
させているだけにならないよう
⼗分留意する。 
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５ 

 

■学年の発表会に向けて、学級でのグループ内で発表を

行い、記録に残す。  

①ペアやグループで職業体験について伝え合う。 

②言語活動の振り返りを行う。 

③スピーチを聞いた際のコメントや、相手の体験につい

てより詳しく知るための質問について、整理する。 

④スピーチのためのメモを改善する。 

 

 〇 〇 〇 

◇活動の観察と動画記録から、

発話の中の英語使用の正確さ

について評価する。[知識・技

能] 

◇活動の観察と動画記録、振り

返りの記述から、聞き手を意

識して、感じたことや考えた

ことを話すことができている

か、話そうとしているか評価

する。［知識・技能］[思考・判

断・表現] [主体的に学習に取

り組む態度] 

 

◆単元の目標に照らして、より

よい発表会にするために必要

な言語活動の改善について考

える。 

６ 

■よりよい発表会にするための準備に必要なことを考

えて個々に必要な学習に取り組む。 

①職業体験を通して学んだことを発表・やり取りする際

の言語活動について、「お互いの苦労や努力等を共有

し合う」という目的に照らして見直す。 

②ロイロノートのこれまでの記録や、学習者用デジタル

教科書、友達との教え合い等、どのような方法で発表

会に向けた準備を行うか、自分で決定し、活動に取り

組む。 

③活動の振り返りを行う。 

   

 

◆単元の目標に対して自分に必

要な活動を考え行動できるよ

うにする。 

◆学習者用デジタル教科書を各

自のペースで使用できるよう

にする。 

７ 

 

■同じ学年のグループで、職業体験を通して学んだこと

を、お互いの苦労や努力等を共有し合いながら発表す

る。 

■単元の学習を振り返り、できるようになったことを確

認する。 

①職業体験に関してメモを基にスピーチを行いグルー

プの人と考えを伝え合う。（話すこと〔発表〕） 【パフ

ォーマンス課題】 

②単元の学習を振り返り、できるようになったことや、

なぜできるようになったかについて書く。 

③今後どのように自分の学習を進めていきたいか考え

る。 

〇 〇 〇 

◇発表の観察と動画記録から、

発話の中の英語使用の正確さ

について評価する。[知識・技

能] 

◇発表の観察とグループの動画

記録、振り返りの記述から、聞

き手を意識して、感じたこと

や考えたことを話すことがで

きているか、話そうとしてい

るか評価する。［知識・技能］

[思考・判断・表現] [主体的

に学習に取り組む態度] 

 

◆発表会までの取組を振り返

り、できるようになったこと

や、なぜできるようになった

か、これからの学習に向けて

取り組みたいことを書いて自

覚化する。 

 

後
日 

ペーパーテスト、パフォーマンステスト 

〇 〇 〇 

◇学期末の総括的評価の場面

で、言語材料についての理解

の状況や、話すことの習熟状

況を評価する。［知識・技能］

[思考・判断・表現] [主体的

に学習に取り組む態度] 

 

記録に残す評価は⾏わない。ただ
し、ねらいに即して⽣徒の活動の
状況を⾒届けて指導に⽣かすこ
とは毎時間必ず⾏う。活動させて
いるだけにならないよう⼗分留
意する。 
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」●学習過程の可視化と学習課題の明確化 

第１時 言語活動を通して学習過程への意識を高め、コミュニケーションの見通しを立てる場面 

本年度のＣＡＮ-ＤＯリストに基づいた単元全体の目標と、ゴールでの言語活動を確認した。生徒一人一

人がコミュニケーションの目的や場面、状況等をできるだけ具体的に理解するための活動として、学年の

生徒全員が取り組んだ職場体験について、スピーチの発表会を行うこととした。 

単元全体の学習過程について、単元学習シート

を基に見通しをもった後、現段階で自分はどのく

らい話すことができるのか自覚化を図るために、

ゴールの活動と同様に職場体験についてのスピ

ーチをペアで伝え合う活動を行った。多くの生徒

は、スピーチ用メモを作成するより、図１の（４）

ゴールの活動のルーブリックに示された三つの

条件に沿って話そうと思考する生徒が最も多か

った。発話では動詞の過去形の誤りや、条件３の

感じたことや考えを表現することがスムーズに

出てこないという声が聞かれた。 

（多かった発話の例） 

I go (体験場所) . 

I play child.  

Tired.  

スピーチをペアで伝え合う際、短時間での準備

ではあったが、教科書の表現、辞書、ＰＣでのイ

ンターネット検索機能等、自身の選択した情報検

索の方法で、すばやく発信までの方向性を自己決

定し表現しようとする姿が見られた。 

この時点で、実際の言語活動を通して

現在自分が話すことのできる表現を確

認するとともに、他の生徒が既習の表現

をどのように思い出しながら話す準備

をしているかを共有し、今後自分がどの

ような方法で言語活動を改善していく

かの見通しをもっていた。    

本単元では、領域としては「話すこと

（発表）」を評価することとするが、相手意識をより強くもてるよう、他のクラスの生徒が職場体験を通し

てどのような事を感じているのかを、英語によるコミュニケーションを通して知る活動を設定した。第１

時では、生徒がゴールで行う活動を実際に体験した後、発表会でのイメージをより明確にするために、教

師が相手のスピーチを聞いた後にコメントをしたり、質問をしたりして「やり取り」を行う様子を具体的

に示した。代表の生徒に教師のデモンストレーションを一台端末で撮影してもらい、学級全員がロイロノ

ート上でいつでも繰り返し見られるようにすることで、生徒が自らの学習を調整しながら自身の言語活動

を改善していくことができるよう工夫した。 

図２ 教科書や辞書の活用 図３ インターネット検索による確認 

図１ 生徒と単元の目標を確認した資料 
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第１時の終末、自己の学習状況の確認と、

ゴールの活動に向かってどのように学習を

進めていくかを考える場面を設けた。多く

の生徒は聞いたことに対して感想を述べた

り、質問したりすることに難しさを感じて

いたが、相手とのやり取りがあることを確

認し、相手意識をもってスピーチを改善し

ていくこと、どのような方法で改善してい

くかを考えていた。 

 

・グループで話したり聞いたりしてみて、自分が分かる単語しか言えなかったので、まず単語を覚えると

ころからスタートし、どんどんステップアップして英語で感想を言ったり、英語で交流できるよう頑張

りたいです。 

・英語で会話をもっとして、相手の聞き間違いがないくらい丁寧な発音にする。 

・英語でやり取りができるように、うまく話したり伝えたりできるよう頑張りたい。くわしく話せるよう

に構成をしっかりと作ることも頑張りたい。 

・相手の話している内容が少しでも分かるようになって、どんなことをしたのか知れるようになりたい。 

・自分の伝えたい事を相手に話すことに慣れていきたい。自分で考えて思っていたことをその場で文章に

して言えるようになりたい。そのためにも、文の構成をしっかりと理解して使い分けができるようにし、

知っている単語を増やしていろんな表現ができるようにしたい。 

 

生徒が自分の学習に対する取組の方向性を主体的に考えることができるようにするためには、単元のゴ

ールについて一方的に教師の説明を聞くだけではなく、実際に言語活動を体験することを通じて、今後の

学習過程への見通しをもち、自己調整することのできる場面設定の工夫が必要である。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●自己評価や言語活動の改善を促す学習過程 

第３時 学習者用デジタル教科書等ＩＣＴを活用して自分のスピーチの言語面、内容面の改善を図る場面 
第１時で単元のゴールの活動イメージを

もった際に、生徒の自発的な活用が少なか

った学習者用デジタル教科書について、生

徒が自分のペースで操作する時間を設け

た。生徒が、スピーチの改善に生かすことの

できる表現の知識を得たり、発音の確認を

したりするために有用であることを感じら

れるよう、個人での使用の際にはイヤホン

を使用した。生徒は、自身の必要とする音声

情報に集中し、繰り返し聞いたり、速度を調

節したりしながら学習者用デジタル教科書

の自分なりの使用の仕方を探っていた。短

い時間での操作であっても、個別での使用を

継続することで、生徒は互いに有用な方法を教え合うなど、目的に応じた使用ができていた。 

図４ 単元の自己目標を立てる際に言語活動を振り返る項目 

図５ 個人のペースでの学習者用デジタル教科書の操作 

表１ 生徒が記述した単元の目標 
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また、教科書の職場体験に関する英文を音読する個人練習と併せて、音読の録音課題に複数の生徒が協

働で取り組む活動を通じて、発音の難しい表現を互いに確認したり、学習者用デジタル教科書の機能で分

からないことを教え合ったりと、互いの学習の様子を知って自身の学習の改善に生かそうとする姿が見ら

れた。 

言語活動の途中で、メモを基に

どのようなスピーチを行ったか全

体共有する際には、単元の目標で

ある「職場体験について、お互いの

苦労や努力を共感し合う」ことに

対して、言語面、内容面での振り返

りを促した。コミュニケーション

の目的や場面、状況等を踏まえて、

教科書等の英文を取り入れる工夫

をしている生徒の例を全体で共有することで、相手意識をもって自分の言語活動を改善するために、他の

生徒のスピーチをよく聞こうとしたり、学習者用デジタル教科書の音声を確認したりするなどの自ら学習

を調整しながら学ぶ姿につながるよう工夫した。 

なお、生徒が学習者用デジタル教科書を使用して音読練習を行う際には、単元のゴールで自分のスピー

チに生かすことのできる表現を確認するため、和訳を表示しながら音読を行う生徒も多かった。明確な単

元計画に基づいて、初見での英文読み取りの活動をどこで行うか等、各活動の目的を生徒もその都度意識

して活動できるようにすることが大切である。適切な言語活動を展開する上でも、学習者用デジタル教科

書の特質を生徒自身もよく把握し、学び方の工夫を自己決定しながら学習を進めることに熟達することが

できるよう、継続的な指導を行うことが求められる。 

視点３「学習の振り返り」 ●学んだことの自覚化を促す場の設定 

第４時 単元の途中段階で学習を振り返り、自身の学習で調整の必要なことについて考える場面 

単元の途中で、これまでの学習過程を見つめ、単元のゴールの活動に向けて自身が立てた目標に対して、

できるようになってきたことや難しいと思うことを振り返る場面を設けた。 

生徒に記述させる際の問いかけは、「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（国立教

育政策研究所）第３編 事例５「主体的に学習に取り組む態度」の評価 ４「自己調整」を図ることがで

きるようにするための指導に示されている例を参考にした。 

左から図６・７・８ 協働で取り組む活動を通して自分の学習の調整を図る生徒たち 

左図９ グループでの実際の言語活動場面 

右図 10 言語活動後デジタル教科書を用いて音声の確認を行う場面 
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（現在の状況を確認し、目標達成に向けて今後何をすればよいか考えましょう） 

 （１）第１時からこれまでの学習で、できるように

なってきたことは何ですか。 

（２）これまでの学習で難しいと思うことは何ですか。また、

それができるようになるために、今後どんな工夫をしよ

うと思いますか。 

生徒１ まだスムーズには言えないけど、新しい単

語や例文なども使って文を作れた。 

文章を作るのが難しいと思います。今後はワークな

どで練習しようと思います。 

生徒２ 自分がどこに行ったのかを言えるようにな

った。文書を読めるようになってきた。 

少ない単語から文書を作り出すのが難しい。自分が

何をしたのかが言えない。 

生徒３ 職業体験の記憶を英訳し、簡単な文をつく

ること。 

スピーチできる量の文の作成。表現を簡単なものに

して考える。 

生徒４ 相手が話しているのを上手く聞く。 英語を相手に上手く伝えることが難しいと思った。

他の人の発音などを聞いて学びたい。 

生徒５ 単語の意味を理解して読むことができるよ

うになった。大切なことなどの文のつくり

方が少しでも分かった気がする。 

自分の思っていることや表したいことを文に起こ

すことが難しいと思った。今までに習ってきた表現

で文を作っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元のゴールでの言語活動で求められる条件に照らし、実際の言語活動と振り返りを繰り返したことで、

自身が立てた単元の目標に対して、できるようになってきたことや難しいと思うことを自覚し、次の学習

への目標をもつ生徒の様子がうかがえる。 

 

第７時 単元のゴールでの言語活動で、他のクラスの生徒と混じったグループで言語活動を行う場面 

表３ 生徒の記述した単元末の振り返り 

 

 （１）この単元での学習を通して、できるようになってき

たことは何ですか。また、なぜできるようになってき

たと思いますか。 

（２）これからの学習で、さらにできるようになりた

いことは何ですか。 

生徒１ 相手の目を見て話せた。いつもはよくカンペを作っ

てそればっかり見ていたけど、今回は単語のチャー

トだけだったので、しっかり考えて言いたいことを

しっかり話せた。おかげでけっこうていねいにしゃ

べれた。 

自分で内容を考えてしっかり話せたので、かなり

ハードルが高いけど、その場で考えて答える今回

の質問みたいなのが焦らずしっかりできるよう

になりたい。 

生徒２ 学んだことなどを文に起こして言うことができるよ

うに少しはなった気がする。簡単な文でも言うこと

ができるようになって良かった。 

もっと今よりも難しい文を作って言えるように

なりたい。簡単な文でも意味がしっかり伝えられ

るようにしたい。 

生徒３ たくさん教科書を参考にしたからメモだけで話せる

ようになった。 

より少ないメモで話せるようにしたい。 

生徒４ どんな意味なのかを自分で考えることや、知ってい

る単語を使って頑張って伝えようとすることができ

た。他の人の発表・質問を聞いて、自分に生かすこ

とができた。 

英語が苦手だけど、発表してみてもっと知ってい

る言葉を増やして使えるようになりたいと思っ

た。大変で難しかったけど頑張ることができた。 

生徒５ 今まではあまり自分で文を考えて言うということが

無かったけど、この学習を通して文を考えて書き、

相手に伝えるということができるようになった。 

これからの学習でも分からない部分はあると思

うけど、あきらめずにこの学習が生かせるように

したい。 

図 11 生徒２が作成したスピーチ用メモ 図 12 生徒５が作成したスピーチ用メモ 

表２ 生徒が記述した振り返り 
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本単元では、対話的な学びにおける思考・判断・

表現の質をより高めるために、単元のゴールでの活

動の相手を、普段は別々に外国語を学んでいる他の

クラスの生徒とした。言語活動を通して初めて知る

事実や、相手の話す考え、思いを真剣に受け止めて

言語活動を継続しようしていた。各単位時間の学び

を進めてきたことを基に、自ら学習を調整し、段階

的に自信を深めていた。（図 13）。 

単元終了時の振り返りの記述には、自身の変容に

ついて気付いたことや、今後の学習で、より難しい

課題にも粘り強く取り組もうとする意志が表れている。 

 

外国語科の評価についての考え方において、「主体的に学習に取り組む態度」と「思考・判断・表現」と

は基本的に一体的に評価を行うものであるが、「主体的に学習に取り組む態度」は時間をかけて育まれるこ

とから、本単元の生徒の振り返り記述のみではなく、学期の他単元における〔話すこと〕領域の言語活動

の様子を踏まえて評価を行う点に留意が必要である。 

 

中学校学習指導要領解説（平成 29年告示）外国語編 第２章外国語科の目標及び内容 第１節 外国語

科の目標（２）には、「思考力、判断力、表現力等」を高めていくための学習過程が示されている。 

① 設定されたコミュニケーションの目的や場面、状況等を理解する 

② 目的に応じて情報や意見などを発信するまでの方向性を決定し、コミュニケーションの見通しを立 

てる 

③ 目的達成のため、具体的なコミュニケーションを行う 

④ 言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う 

 

これらの流れの中で、学んだことの意味付けを行ったり、既得の知識や経験と、新たに得られた知識を

言語活動で活用したりする学習を充実させることは、教師の一斉指導のみでは難しい。教師は、生徒が自

ら学習を調整することを促しながら、どんな学習方法で自身の言語活動の改善が図られたかの自覚化を図

り、得た達成感を次の学びへとつなげることで、自立的に外国語を学ぼうとする態度を育成したい。その

ためにも、ＩＣＴ等を活用しながら個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させることを目指す単

元構想が必須である。 

 

 

 

 

 

 
 

図 13 他のクラスの生徒と言語活動を行う様子 
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【高等学校】【数学科 数学Ⅱ】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 24 日（火）～９月 30 日（月） 

対 象 岩手県立花巻南高等学校 第２学年 １クラス 

授業者 総合教育センター 研修指導主事 高橋 渉 
１ 単元名 

第３章 図形と方程式  第３節 軌跡と方程式 不等式の表す領域、連立不等式と領域 

２ 単元の目標 
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

不等式の表す領域を求めたり領

域を不等式で表したりすることが

できる。 

事象を的確に表現してその特徴

を数学的に考察したり、問題解決

の過程や結果を振り返って総合的 

・発展的に考察したりする力を養

う。

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度、粘り強く柔

軟に考え数学的論拠に基づいて

判断しようとする態度、問題解決

の過程を振り返って考察を深め

たり、評価・改善したりしようと

する態度や創造性の基礎を養う。 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①不等式の表す領域を求めたり領

域を不等式で表したりすること

ができる。

①数量と図形との関係などに着

目し，日常の事象や社会の事象

などを数学的に捉え、コンピュ

ータなどの情報機器を用いて

不等式の表す領域を座標平面

上に表すなどして、問題解決に

活用したり、解決の過程を振り

返って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察した

りすることができる。

①事象を図形と方程式の考えを

用いて考察するよさを認識し、

問題解決にそれらを活用しよ

うとしたり、粘り強く考え数学

的論拠に基づき判断しようと

したりしている。

②問題解決の過程を振り返って

考察を深めたり、評価・改善し

たりしようとしている。

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

本単元では、「不等式の表す領域を図示して、x,y の１次式がとる値の最大値や最小値を求める」ことを

学習課題として設定し、不等式の表す領域を図示することで、問題解決に活用し考察することを目指す。

また、生徒がより主体的に学びを調整することができるように、次の場面で自己調整の充実を図る。 

視点１「学習の見通し」●学習シートによる学習計画の作成 

単元の導入に、単元の学習課題を共有する。文化祭における売上額を題材として、材料費や道具の使用

時間の条件を考え、それらの制約の中で売上額が最大になるためには、どのくらい作ればよいかを求める

問題である。導入の時点で、既習事項を使って学習課題を解決することは可能であるが、条件が変わった

り増えたりすることにより、問題を解決することが難しくなる。そのため、問題解決において、領域の考

えを用いて考察することのよさについて生徒と確認する。 

また、単元の最初に、生徒が第１時の後半から第３時の前半までの学習計画を立て、実行し、計画の修

正を考えることで、自己調整を行う場面を設定する。 

視点２「学習課題を解決するための学習指導」●学習方法の選択と学習内容の共有 

不等式の表す領域を図示することや、図示された領域から不等式を求めるために、対話的な学習を取り

入れたり、ＩＣＴツール（GeoGebra）で視覚的に表したりする。このことにより、自分の考えと他者の考

えとの比較や、よりよい考え方を探ることができるようにする。第４時に、第１～３時までの内容を踏ま

えて、単元の学習課題の解決をする。 

視点３「学習の振り返り」●学習シートによる全体の振り返り 

単元の最後には、学習シートを用いて、これまでの学習内容を振り返る。事象から不等式を導き、図示

することで複雑な事象を視覚的に理解しやすくなり、問題解決の助けとなることを確認し、今後の学習に

つながるようにする。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体４時間） 

時 

学習活動 指導上の留意点 重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

１ 

１ 単元の学習課題（文化祭に
おける売上額の最大値）を考
える。 

 
２ 単元の目標を確認する。 
 
 
 
 
 
 
３ 第３時前半までの学習計

画を考える。 
 
４ 直線を境界線とする領域

について確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
５ 本時の学習を振り返る。 

 
 
 
 
・学習シートを配付し、学

習計画の作成について
確認する。 

・不等式を満たす点の集
合が領域を表すことを
確認する。 

・不等式 ax+by+c>0 の不
等号の向きだけで、領
域が直線の上側か下側
かの判断をしないよう
に伝える。 

・解答には「図の斜線部分
である」、「境界線を含
む、含まない」の記述を
するように伝える。 

・様々な学習方法を用い
て考えてよいことを伝
える。 

 

知 

 ◆単元の学習課題に取り組み、現
時点では解答することが難し
いことを確認する。単元の最後
には、これから学ぶ内容を組み
合わせて課題を解決すること
ができることを伝え、学習の見
通しがもてるようにする。 

 
◆学習内容と学習方法を考え、生

徒自らが学習計画を立てるこ
とにより、どのように学んでい
くかの見通しをもつ。 

 
◆様々な学習方法を用いること

で、疑問点の解決や解答の確認
ができるようにする。 

 
◇［知識・技能］① 
 
 
 
 
◆学習を振り返り、学習計画の見

直し、学習の調整をする。 
 

２ 

 

１ 学習計画を確認する。 
 
 
２ 円を境界線とする領域に

ついて確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 連立不等式（２直線）の表

す領域を確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習を振り返る。 
 

 
 
 
・円の定義を確認し、円の
半径との比較により判
断するように伝える。 

・解答には「図の斜線部分
である」、「境界線を含
む、含まない」の記述を
するように伝える。 

・ペアや GeoGebra 等を用
いて考えてよいことを
伝える。 

 
・連立不等式の表す領域
は、各不等式の表す領域
の共通部分であること
を確認する。 

・２直線の交点は、連立方
程式を解くことで求め
られることを確認する。 

・様々な学習方法を用い
て考えてよいことを伝
える。 

 

知 

 ◆各自が学習計画を見直し、本時
の見通しをもつ。 

 
◆様々な学習方法を用いること

で、疑問点の解決や解答の確認
ができるようにする。 

 
◇［知識・技能］① 
 
 
 
 
 
 
◆様々な学習方法を用いること

で、疑問点の解決や解答の確認
ができるようにする。 

 
◇［知識・技能］① 
 
 
 
 
 
 
◆学習を振り返り、学習計画の見

直し、学習の調整をする。 
                                                                       

不等式の表す領域を図示し
て、x,y の１次式の最大値と 
最小値を求めることができ
る。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体４時間） 

時 

学習活動 指導上の留意点 重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

３ 

１ 学習計画を確認する。 
 
 
２ x,y の１次式の最大値・最

小値を求める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 本時の学習を振り返る。 

 
 
 
・x+y=k とおくことで、xy
平面に直線として表現
ができることや、k の値
が直線の y 切片として
表れることを確認する。 

 また、この直線が、連立
不等式で表される領域
と共有点をもつような
直線を考え、最大値や最
小値を求める。 

・様々な学習方法を用い
て考えてよいことを伝
える。 

 

知 

 ◆各自が学習計画を見直し、本時
の見通しをもつ。 

 
◆様々な学習方法を用いること

で、疑問点の解決や解答の確認
ができるようにする。 

 
◇［知識・技能］① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆学習を振り返り、これからどの

ように学習を進めていけばよ
いかを考える。 

◆単元の学習課題に取り組むた
めに、復習が必要な部分につい
て確認する。 

 

４ 

 

１ 単元の目標を確認する。 
 
 
 
 
 
 
２ 単元の学習課題（文化祭に

おける売上額の最大値）を考
える。 

 
 
 
 
３ 単元の学習を振り返る。 

 
 
 
 
 
 
 
・y切片の値が課題の解に
はならないことを確認
する。 

・様々な学習方法を用い
て考えてよいことを伝
える。 

 
・図示することにより、複
雑な事象を視覚的に理
解しやすくなることや、
問題解決につながるこ
とを確認する。 

思 
態 

〇 

◆単元の目標を確認し、学習の見
通しをもつ。 

 
◆様々な学習方法を用いること

で、疑問点の解決や解答の確認
ができるようにする。 

 
◇［思考・判断・表現］① 
 
◇［主体的に学習に取り組む態

度］①② 
 
 
 
◆最後に単元を振り返り、学んだ

ことや、この単元での考え方の
よさをどのような場面で生か
せるかを考えることで、今後の
学習につながるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不等式の表す領域を図示し
て、x,y の１次式の最大値と 
最小値を求めることができ
る。 
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」●学習シートによる学習計画の作成 

第１時 学習計画を立てる場面 

 最初に、文化祭における売上額の最大値を求める問題

を考えた。第１時にこの問題を考えた理由は、日常生活

や社会の事象を、これから学ぶ内容を用いて数学的に表

現や処理をすることで、問題解決につながることを理解

してもらうためである。ほとんどの生徒は、売上額を立

式することはできたが、問題解決には至らなかった。こ

れまで図形と方程式を学んできたことから、不等式を図

示することにより問題解決につながること、そして最後

にもう一度この問題に取り組むことを全体で共有した。 

 次に、知識や技能を獲得するために、自らの学習状況

を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど、自

ら学習を調整することができるように、第１～３時の学

習計画を生徒自身で考える時間を設定した。この計画に

は、学習内容だけではなく学習方法も記述するようにし

た（図１）。スムーズに学習計画を立てることができるよ

うにするため、学習シートには各授業で教師が説明する

内容（学習内容）と、生徒自身がどのような方法で学習

するのか（学習方法）を記載した。これにより、様々な

方法を組み合わせて計画を立てることができた。 

第１～３時 各授業の最後に学習活動を振り返る場面 

各授業の最後には、実際に行った学習活動（内容と方法）と振り返りを図１の学習シートにまとめた。

振り返りには、学んだことやもっと知りたいこと、次時の計画の変更点について記述した。図２・３の生

徒は、計画通りに進まなかったことの改善点として、第１時の振り返りでは、学習の仕方の工夫を挙げた。

更に、第２時の振り返りでは、周りの雰囲気に流されず、他の生徒とは異なる学習方法で取り組みたいと

いう主体的に取り組もうとする記述が見られた。クラス全体においても、各生徒が自分の学習状況を把握

し、次の授業における学習計画について考え、学習の調整を行う姿が見られた。 

図１ 学習シート 

図２ 第１時の振り返り 図３ 第２時の振り返り 
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視点２「学習課題を解決するための学習活動」●学習方法の選択と学習内容の共有 

第１～３時 各時間の学習計画達成に向けて進める場面 

第１時に学習計画を立て、それぞれの授業の最後には学習の進め方について振り返り、次時の進め方に

改善が必要な場合は、それを記述するようにした。そのことにより、生徒は、それぞれの計画に沿って進

めることができていた。学習方法については、まずは自分で考えることを伝えていたことにより、クラウ

ドに保存している解答（図４）を見る生徒が多かった。また、個人で解決できなかった問題については、

近くの生徒同士で話し合う様子が見られた（図５）。 

練習問題の進捗状況入力シート（図６）をクラウドで共有した。

教科書の練習問題を解いたら、このシートに随時入力するように

伝えた。進捗状況を確認した生徒が、授業後に解答を終えた生徒に

話しかけて、解答について話し合う姿が見られた。教師としては、

このシートを見ることで、解答が遅くなっている生徒には疑問点

についての確認をしたり、先に進んでいる生徒には現在どのよう

な問題を考えているかなどを聞いたりすることができた。 

 授業プリントには、教科書にはない、図示された領域から不等式

を求める問題を含めたが、生徒はこの問題の解答に時間がかかっ

ていた。教科書に例題がないこともあるが、図から境界線となる直

線や円の方程式を求める部分の復習や説明、グラフのかき方や解

答の記述についての指導が不足していたためと考えられる。定着

を図るための時間が欠かせないことから、先の内容に進む学習計

画だけではなく、先に進まずに演習をする選択肢もあるというバ

ランスをとるような声掛けが必要であった。また、ＩＣＴツールの

スキルアップの視点からも、生徒が GeoGebraで領域を図示して、

問題作成を行い、それをペアやグループで解答するなどの演習の方法も考えられる。 

第４時 単元の学習課題を考える場面 

 第１時に考えた問題の条件を細かく設定した、単元の学習課題に取り組んだ。第１時と異なる問題にし

た理由は、本時で単元の学習課題を解決した後に、学びを深めるための問題を生徒自身が作成するときに、

第１時の問題だと変更できる要素が少ないためである。 

 第１～３時は通常の座席としたが、第４時の座席はグループでの形態（４～５人）とした。まずはこれ

までと同様に、個人で学んだことを確認して考え、その後はグループで考えてよいことを伝えた。グルー

プの形態としたことにより、個人で粘り強く取り組む時間もあったが、これまで以上に、話し合いながら

解決に向けて取り組む姿が見られた（図７）。 

図４ クラウドにある解答 

図６ 進捗状況入力シート 

図５ 解答を説明し伝え合う様子 
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単元の学習課題の解答を確認した後は、学びを深めるために、問題の条件を自由に変更して再度取り組

むように働きかけた。多くの生徒は、自ら条件を変更し、新たな問題（表１）に取り組んでいた。変更し

た条件を生徒同士で確認できるようにするため、クラウドには変更し

た条件を入力するシートを準備した。このシートを確認することで、

新たな問題を考える際に、自分と同じ部分を変更した生徒同士が、考

え方について話し合う姿が見られた（図８）。 

 条件を変更して新たに作成した問題については、授業時間内にすべ

ての解答を確認することはできなかったため、レポート提出による進

め方も考えられる。また、条件を追加した問題の作成がなかったた

め、時間に余裕をもたせた展開にすることで、条件の変更だけでな

く、条件を追加した問題を考えることも可能になると考えられる。 

視点３「学習の振り返り」●学習シートによる全体の振り返り 

第４時 単元の学習を振り返る場面 

単元の最後には、学んだことや印象に残ったこと、事象を図形と方程式の考えを用いて考察するよさに

ついて学習シートにまとめた。多くの生徒が、図示することで視覚化することができ、複雑な内容を整理

し理解がしやすくなると記述している（表２）。また、実際に来年の文化祭で学習内容を利用できると考え

る以外にも、これから数学Ⅱで学習する三角関数や指数関数、対数関数において生かすことができると考

えられるようになった。 

表２にあるように、振り返りには、条件を変えた問題にも取り組みたいという記述が見られた。これは、

GeoGebraを用いることにより、領域の図示について抵抗感が少なくなったことや、日常生活に関するテー

マの学習課題を考えたことで、学習意欲の向上につながったためであると推察される。また、最初は解決

することができなかった問題を、最後にもう一度取り組むことにより、既習事項や考え方を確認し、解決

方法の見通しをもつことができるようになった。学習内容や学習方法、課題解決の過程や成果を意識した

振り返りにより、達成感や学習内容の有用性を感じることができており、これからの学びに生かされると

考えられる。 

学んだこと、印象に残ったこと、もっと知りたいこと 

不等式の領域を図示することで、最大値や最小値を求めることができるようになった。GeoGebraでグ

ラフを動かすことができて楽しかった。また、最後の文化祭の問題のように、問題を自分たちで少し問

題を変えていろいろな問題を解けるのが楽しかったし、勉強方法として取り入れたと思った。

直線や円だけでなく、他の曲線や楕円の領域も求めることができるのか気になりました。 

不等式を図示することで、解がわかりやすくなった。文化祭の問題は、最初できなかったけれど、その

最終的なゴールに向けて学習したことで、最後に定着しているか確かめることができた。 

文化祭の問題は、文章だけでは解くことができず、最初はこの問題に取り組んだとき、解き方の筋道を

立てることができなかった。しかし、今日また同じ問題に取り組んでみると、難しくはあるものの自力

で解き方を考え、どの知識を使えば答えを出すことができるのかを分析することができていた。みんな

が考えていた条件の変更後の問題にも取り組んでみたい。 

図８ 条件を変更した問題を考える様子 

表２ 学習の振り返り（学んだこと等） 

図７ グループで学習課題を考える様子 

「条件を変更」または「条件を追加」した部分（複数可） 

バターの量を 70ｇに増やす。 

オーブンが使える時間を 10 時間に増やす。

材料費を 5000 円以下から 10000 円以下に変更した。 

売る値段をクッキーは 400 円、スコーンを 600 円にする。 

表１ 条件を変えた問題 
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【高等学校】【地理歴史科 日本史探究】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 17 日（火）～９月 25 日（水） 

対 象 岩手県立花巻南高等学校 第３学年 日本史探究選択者 

授業者 総合教育センター 主任研修指導主事 髙橋 正幸 
１ 単元名 

第３節 国際関係の推移と近代産業の発展 
国内産業・交通と人々の生活・文化 

２ 単元の目標 
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

文明開化の風潮、産業革命の展
開、交通の整備と産業構造の変
容、学問の発展や教育制度の拡
充、社会問題の発生などを基に、
産業の発展の経緯と近代の文化
の特色、大衆社会の形成を理解す
ること。 

欧米の思想・文化の影響、産業
の発達の背景と影響、地域社会に
おける労働や生活の変化、教育の
普及とその影響などに着目して、
主題を設定し、日本の工業化の進
展、近代の文化の形成について、
事象の意味や意義、関係性などを
多面的・多角的に考察し、歴史に
関わる諸事象の解釈や歴史の画
期などを、根拠を示して表
現する
こと。 

近代における日本国内の経済・
産業・生活・文化の変化について、
主体的に追究すること。 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①文明開化の風潮、産業革命の展
開、交通の整備と産業構造の変
容、社会問題の発生などを基
に、産業の発展の経緯を理解し
ている。

②学問の発展や教育制度の拡充
などを基に近代の文化の特色、
大衆社会の形成を理解してい
る。

①欧米の思想・文化の影響、産業
の発達の背景と影響、地域社会
における労働や生活の変化、教
育の普及とその影響などに着
目して、主題を設定し、日本の
工業化の進展、近代の文化の形
成について、事象の意味や意
義、関係性などを多面的・多角
的に考察し、歴史に関わる諸事
象の解釈や歴史の画期などを、
根拠を示して表
現している。

①近代における日本の経済・産
業・生活・文化の変化について、
主体的に追究しようとしてい
る。

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

視点１「学習の見通し」●学習の進め方シートでの学習過程の把握と評価内容の把握 

ア 第１時から第５時までそれぞれの学習の進め方を、フローチャートで示し、１単位時間での学習活

動の流れから課題解決の見通しをもてるようにする。また、それぞれの時間での中心となる学習活動

を太字で示すことで、何を行いどうすればよいのかゴールを確認できるようにする。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●知識構成型ジグソー法を用いた課題解決 

イ 第１時、第２時では、日本が近代国家として国際社会から認められた時期について、アプリにある

年表にその時期をマークし合い、なぜその時期なのか、またはそれを認めさせた日本の力は何で付け

られたのかについて考え、課題解決の見通しを立てる。 

ウ 第３時から第５時では、学習課題について各自集めた情報をグループごとにシートに集約する。互

いに閲覧し合い、そこで得た新たな視点や気付きを、単元シートに個人でまとめる。 

視点３「学習の振り返り」●単元シートでの学習内容の把握と振り返り、新たな問いの表現 

エ 単元シート（ポートフォリオ）を使用し、「小単元全体に関わる問い」「予想」「学習課題」・「まとめ」

（各時）を記入し、単元での学びに連続性をもてるようにする。また、単元の最後に自分の予想に対

して、学習内容を踏まえて「小単元全体に関わる問い」をまとめられるようにする。 
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※表中の●…学習改善につなげる評価として生徒の学習状況を確認 〇…評定に用いる評価として記録 

５ 単元の指導と評価の計画（全体５時間） 

時 

学習活動 指導上の留意点 評価の観点 評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習

指導 
知 思 態 

１
・
２ 

・これまでの学習の振り返り
をしながら、ワークシート
を活用して明治中期以降の
政治・外交の流れを確認す
る。 

 
 
 
 
 
・グループで話し合い、考えを

まとめる。 
・考えを共有し、新たな気付き

や考えを踏まえ、単元シー
トにまとめる。 

 
 
 
 
 
 
・小単元全体に関わる問いに
対する予想を記述する。 

 

・明治初期の政治の流
れは説明で触れる程
度とする。 

 
 
 
 
 
 
 
・単元シート、学習の進

め方シートを配付し、
手順と評価内容の確
認を促す。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇[知識・技能]① 
◆手立て イ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇[主体的に学習に取り組
む態度]① 

◆手立て エ 

３
・
４ 

 
 
 
 
 
・学習の進め方シートで本時

の学習活動を確認する。 
 
 
 
 
 
 
・３人または４人グループを

編成し、役割分担を行う。 
 
 
・それぞれの担当で集まり、

調査項目の分担を行い、ア
プリに調査結果を入力す
る。 

・元のグループに戻り、
PowerPoint にある比較表を
作成する。 

・単元シートに日本の産業革
命の特徴と近代化に果たし
た役割について簡潔に記述
する。 

 
・単元シートの振り返り欄（振

り返り）へ記入する。 
 

 
 
 
 
 
・日本とイギリスを比較

することにより、日本
の産業革命の特徴と近
代化に果たした役割を
理解することが本時の
ゴールであると伝え
る。 

 
・グループの中で役割を

分けるよう指示する。 
 
 
・イギリス産業革命の内

容については、動画Ｕ
ＲＬを Teams に格納
し、随時視聴できるよ
うにする。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 

 
 
 
 
 
◆手立て ア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇[知識・技能]① 
◆手立て ウ 
 
 
 
 
 
◇[思考・判断・表現]① 
◆手立て ウ 
 
 
 
◇[主体的に学習に取り組む

態度]① 
◆手立て エ 

小単元全体に関わる問い 

「産業・交通の発達、教育の拡充、西洋文化の積極的導入のうち、あなたが最も明治時代を特

徴づける要素はどれだと思うか、根拠を基に記述しなさい。」 

学習課題「日本が世界から近代国家として認められた時期はいつか。そしてその理由とはなんだ

ろうか。」 

学習課題「日本の産業革命はイギリスと比較し、どんな共通点と違いをもっていたのだろうか。

また、日本での産業革命は人々に何をもたらしたのだろうか。」 
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※表中の●…学習改善につなげる評価として生徒の学習状況を確認 〇…評定に用いる評価として記録

５

・学習の進め方シートで本時
の学習活動を確認

・前の時間と同じグループで
行う。

・それぞれの担当で集まり、
調査項目の分担を行い、ア
プリに調査結果を入力す

る。

・元のグループに戻り、
PowerPointにあるシートを
作成する。

・単元シートに教育の普及と
欧米思想・文化の広まりが
人々の暮らしや生活をどの
ように変えたかについて簡

潔に記述する

・単元シートの振り返り欄（振
り返り）へ記入する。 

・第１時での予想に足りなか

った点や修正した点を追記
する。

・単元のまとめ欄への記入を
行う。

・単元シートの単元の振り返
り欄（振り返り）へ記入す

る。
〇自分の学習活動
〇学習活動を通して、新た
に起こった疑問

 
 

・教育の普及と欧米思
想・文化の広まりが

人々の暮らしや意識
をどう変えたかを解
き明かすことが本時
のゴールであると伝
える。

・グループの中で役割
を分けるよう指示す
る。

・中学校での既習事項
（教育の普及、新し
い近代文化）につい

ては、簡単な音声付
スライドを Teamsに
格納し、随時視聴で
きるようにする。

 

・学習活動を進める上

で、生徒自身が工夫
した点や粘り強く取
り組んだ点、自分の
考えに影響を与えた
他者の意見も踏まえ
て記述するよう指示

する。
・現代につながる明治

時代の学習を通して
起こった疑問を記述
するよう指示する。

 

〇 

 

 

〇 

 

 

● 

〇 

 

◆手立て ア

◇[知識・技能]②
◆手立て ウ

◇[思考・判断・表現]①
◆手立て ウ

◇[主体的に学習に取り組
む態度]①

◆手立て エ

◇[主体的に学習に取り組
む態度]①

◆手立て エ

学習課題「西洋文化はいかに導入され、教育制度はどう普及していったのか。そして、人々に

どんな影響を及ぼしたのだろうか。」 

小単元全体に関わる問い 

「産業・交通の発達、教育の拡充、西洋文化の積極的導入のうち、あなたが最も明治時代を特

徴づける要素はどれだと思うか、根拠を基に記述しなさい。」 
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」●学習の進め方シートでの学習過程の把握と評価内容の把握 

第１・２時 「学習の進め方シート」により、学習の進め方とゴールについて見通しをもち、学習を進め

ている場面 

 配付された「学習の進め方シート」（図１）の

説明を受けたのち、グループで、シートの内容

を確認しながら、学習活動を進めていた（図

２）。グループの中で、誰が何を調べ、誰が入力

するのかを話し合いながら取り組む姿が見ら

れた（図３）。 

 
 

 

 

 

「学習の進め方シート」は、生徒が主体的に学習を進められるよ

う、フローチャートで上から下に向かって本時のゴールに行き着く

ように示した。また、授業の中での生徒のゴールの姿を太字で示す

ことにより意識しやすいようにした。その結果、どの生徒も学習活

動が滞ることなく、グループのメンバーと時折、活動を確認し合い

ながら進めていた。授業を休んだ生徒もこのシートがあることにより、グループの活動にスムーズに参加

することができていた。改善点は、他のワークシートと同じクラウド上で共有できるようにすることであ

る。それにより、生徒が自分のタイミングで学びの調整を行いやすくなると考える。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」●知識構成型ジグソー法を用いた課題解決 

第１・２時 クラウド上の表への記入状況、その理由の記述状況を相互閲覧し合える場面 

 日本が世界から近代国家として認められた時期について、クラウ

ド上のホワイトボードにある表にその時期として考えられる位置に

マークし、その理由をグループ内で話し合い、記入していた（図４・

図５）。それぞれのグループのマークした位置には違いがあり、その

理由も小村寿太郎による関税自主権の回復、日露戦争での勝利、大

津事件での毅然とした最高裁の態度など様々であった。このことに

より、生徒はグループ内で明治時代の流れを復習をするとともに明

治時代を政治面や外交面様々な側面から考察している様子がうかが

えた。この考察を経たことにより、明治時代の日本の躍進を支えた要

素としての産業革命や教育の拡充、西洋文化の積極的導入といったこれから行う学習内容への関心を引き

出すことができた。そのことはその後の単元シートへの記入の様子からもこの学習活動が小単元に関わる

問いへの関心を高めることに効果があったことがうかがえた（図６）。 

図４ クラウドを活用した取組場面 

図１ 「学習の進め方シート」内容 

図３ グループでの役割分担場面 

図２ 協働しての取組場面 
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第３・４時 日本の産業革命の特徴とその影響について、知識構成型ジグソー法を用いた課題解決に取り

組む場面 

日本の産業革命の特徴、産業革命が及ぼした影響について、グループ

で役割を分担して調査し、クラウド上のワークシートにまとめる活動を

行った（図７）。生徒は、教科書やインターネット、ＵＲＬを提示した動

画などから自分に合った調査方法を選択し、学習を進めていた。活動が

停滞したグループは、クラウド上で他のグループのまとめ方を参考に

して、日本とイギリスの共通点と相違点をまとめていた（図８）。第４時の終末での単元シートへの記入状

況では、他のグループから学んだ情報を踏まえたまとめが記述されていた（図９）。 

 知識構成型ジグソー法を用いたことにより、クラスのすべてのグループが示された授業のゴールである

日本の産業革命の特徴や当時の人々に与えた影響などを記述することができていたことは成果と言える。

また、他のグループの表の整理やまとめ方を真似ることで、活動が進んだグループもあった。一方で、生

徒同士で試行錯誤をしながら答えを求める過程も、主体的に学習を調整する上では必要な体験であると考

える。そのための時間設定や活動を提示する際の条件などの工夫が今後は必要である。 

第３～５時 自分のレディネスに応じた学習方法の選択を行い、学習活動を進めた場面 

 第３時から第５時では、学習課題に基づいて、グループワークで役割

分担した上で、それぞれに学習を進め、クラウド上のホワイトボードや

ワークシートにまとめる活動を行った。それぞれに作業状況を閲覧し合

い、新たな考えを加え、個人で単元シートにまとめた（図 10）。グループ

ワークでは、生徒それぞれのレディネスが重要になるため、事前に既習

内容の定着状況を調査した。その傾向を踏まえて、教科書の内容をまと

めたスライド（音声入り）、５分程度に視聴できる動画（ＮＨＫ for 

School）のＵＲＬをクラウド上に準備した。このことにより、生徒は自身 

図５ クラウド上の記述状況 図６ 単元シートでの問いに対する予想 

図７ グループワークに取り組む場面

図８ クラウド上の共有状況 図９ 生徒の記述状況 

他グループの表から学んだこと 

図 10 個人の取組場面 
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の状況に合わせて教科書も含めた複数の学習方法から

選択し、学習を進めることができた。 

また、学習課題のまとめは個人で行い、タブレット

端末、スマートフォンで撮影し、投稿することにより、

授業者がその内容を評価、助言することで生徒は学習

後も内容について学び直すことができるようにした

（図 11）。 

課題としては、通信環境により、動画を同時に多数

視聴すると動画が再生されづらいという状況が生じる

ことから、動画視聴に関しては、グループで一つ又は

二つの機器で行うなどの配慮が必要である。 

視点３「学習の振り返り」●単元シートでの学習内容の把握と振り返り、新たな問いの表現 

第５時 学習の連続性をもたせ、自らの学びを振り返る単元シートの記述場面 

 図 14は、第５時の終末において、生徒が記述した小単元に関わる問いに対するまとめの状況である。こ

の生徒は、図 12にあるように、第１時において、小単元に関わる問いへの予想として、既習内容である岩

倉使節団、文明開化での具体例として学んだざんぎり頭、街灯を挙げるとともに、生徒自身が食べている

食事を例に挙げて、明治時代を特徴付けるものとして西洋文化の積極的導入と答えていた。その後、単元

の学習を通して、図 13にあるように、教育の拡充の影響として学校令により、義務教育となったことで就

学率が上がったことや授業料の廃止で、どの家庭でも教育が受けられるようになったことをまとめていた。

第５時の終末でのまとめの内容を見ると学びを進める上で参考にした内容として、第５時のまとめになか

った制服の導入が軍隊でも使われたことを挙げていた。この生徒は、第１時での自分の考えと第５時での

学びで他グループが挙げた内容としての学校教育の中で西洋文化を普及させていったことを組み合わせ

て、学制の発布、義務教育の開始と無償化が就学率を上昇させ、識字率を大幅に向上させたことを理由と

して教育の拡充が明治時代を最も特徴付けるものと結論付けていた。また、新たな疑問や関心として、文

化の波及に関心をもち、受容だけでなく、文化の発信・波及といった視点をもち、これからの学習に意欲

をもつ様子が読み取れた。 

図 12 第１時の予想 

図 13 第５時のまとめ 図 14 第５時終末時の単元のまとめ 

図 11 個人のまとめへの助言・評価場面 
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【高等学校】【理科 生物基礎】の自ら学習を調整する活動に重点を置いた授業実践 

日 時 令和６年９月 17 日（火）～10 月３日（木） 

対 象 岩手県立花巻南高等学校 ２学年 生物選択者 

授業者 総合教育センター 研修指導主事 熊谷 篤 
１ 単元名 

生物基礎 （２）生物の体内環境の維持 

ア 生物の体内環境 (ウ) 免疫

２ 単元の目標 
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

免疫について、免疫の働きを理解

するとともに、それらの観察、実

験などに関する技能を身に付ける

こと。 

免疫について、観察、実験などを

通して探究し、異物を排除する防

御機構が備わっていることを見い

だして表現すること。 

免疫の働きに関する事物・現象に

主体的に関わり、科学的に探究し

ようとする態度と、生命を尊重す

る態度を養うこと。 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

免疫について、基本的な概念や原

理・法則などを理解しているとと

もに、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。 

免疫について、観察、実験などを

通して探究し、免疫の働きの特徴

を見いだして表現している。 

免疫に主体的に関わり、見通しを

もったり振り返ったりするなど、

科学的に探究しようとしている。 

４ 自ら学習を調整する活動を促す学習指導 

視点１「学習の見通し」 

ア 構造的な学習シートを用いることで、単元や単位時間の課題解決の見通しをもつことができるよう

にする。 

イ 日常生活に関する問いを設定することで、学習内容への興味・関心を高めることができるようにす

る。 

視点２「学習課題を解決するための学習活動」 

ウ 実験方法を立案する場面で、個人が立案した実験計画を互いに比較する活動を通して、内容を確認

したり必要に応じて修正したりすることで、見通しをもって観察・実験をすることができるようにす

る。 

エ 結果を処理する場面で、調べた内容と学習課題を比較することで、学習課題が解決されたか把握す

ることができるようにする。 

オ 考察の場面で、学習課題を視点に交流することを通して、自分の考えを検討したり改善したりして、

科学的に考察し、表現することができるようにする。 

視点３「学習の振り返り」 

カ 単元の終末に、学習前の自分と学習後の自分を比較することを通して、問題解決の過程を振り返り、

自分の学び方のよさを自覚できるようにする。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全体６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導

【学習課題】我々は異物をどのように区別し、侵入から身を守っているのだろうか。 

１ 

・白血球について、既習事項

を想起する。

・単元を貫く問い「なぜ病気

との戦いはなくならないの

か」を設定する。

・白血球の食作用を調べる実

験の計画を立案する。

・血液に含まれる血球に

ついて問い、白血球の

働きの想起を促す。

・パンデミックの事例を

提示し、問いをもつこ

とができるようにす

る。

思 ◇白血球の食作用を調べるた

めの実験計画を立案してい

るか確認する。

［思考・判断・表現］ 

◆手立てア

◆手立てイ

◆手立てウ

【学習課題】白血球はどんな方法で異物を除去しているのだろうか。 

２ 

・免疫における異物の除去に

ついて調べるため、白血球

と食作用を観察する。

・結果を記録し、白血球の働

きについて分かったことを

説明する。

・学習課題を視点に実験

の記録を互いに見比

べ、自分の考えを科学

的に考察し、表現でき

るようにする。

知 〇 ◇顕微鏡を用いて、白血球と

食作用を観察し、適切に記

録しているか評価する。

［知識・技能］ 

◆手立てエ

【学習課題】免疫はどのような仕組みで成り立っているのだろうか。 

３ 

・免疫の生物現象や仕組み

を、生体防御、免疫で働く

細胞、非自己の区別の３つ

の視点で調べる（３人組で

ホームグループを構成し、

内容別にエキスパートグル

ープに分かれる）。 

・学習シートを用いるこ

とで異物の排除につい

て見通しをもって調べ

ることができるように

する。

・調べた内容と学習課題

を比較することで、課

題解決の状況を把握で

きるようにする。

知 ◇免疫について３つの視点か

ら調べ、異物の排除に関す

る免疫の概要を理解してい

るか確認する。

［知識・技能］ 

◆手立てオ
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５ 単元の指導と評価の計画（全体６時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 
重

点 

記

録 

評価規準・評価方法 

◇評価[ ]評価の観点 

◆生徒が自ら学びを調整する学習指導 

【学習課題】免疫細胞同士は、どのように連携して異物に対抗しているのだろうか。 

４ 

・免疫細胞の相互作用をマッ

プにまとめる。 

・完成したマップを活用し

て、免疫細胞の相互作用に

ついて考える。 

・マップを活用すること

で、免疫細胞の相互作

用について考えること

ができるようにする。 

・免疫細胞の相互作用を

科学的に考察し、表現

することができるよう

にする。 

思 〇 ◇免疫細胞の相互作用につい

て考え、表現しているか評

価する。 

［思考・判断・表現］ 

◆手立てア 

◆手立てオ 

【学習課題】再侵入してきた異物に、免疫はどのように対抗するのだろうか。 

５ 

・マップを活用して、免疫記

憶と二次応答による抗体量

の増加が、どのように関連

しているかを考える。 

・異物の侵入における条件の

違いを視点に、二次応答の

有無について考える。 

・前時のマップを活用し

て、二次応答を科学的

に考察し、表現するこ

とができるようにす

る。 

・二次応答の有無につい

て、学習課題を視点に

交流することを通し

て、自分の考えを検

討、改善できるように

する。 

思  ◇抗体量の変化のグラフを用

いて二次応答について考

え、表現しているか確認す

る。 

［思考・判断・表現］ 

◆手立てア 

◆手立てオ 

 

【学習課題】免疫の不具合が原因となる病気や免疫が対応できない病気に、人類はどのように対抗して

いるのだろうか。 

６ 

・自己免疫疾患について調べ

る。 

・血清療法とワクチンについ

て違いを調べる。 

・学習前の自分と学習後の自

分を比較し、単元を通して

学んだ内容や自分の学び方

について振り返る。 

・学習シートを用いるこ

とで、自己免疫疾患に

ついて見通しをもって

調べることができるよ

うにする。 

・日常生活に関する医療

行為を扱うことで、興

味・関心をもつことが

できるようにする。 

・学習前後の自分を比較

することで、単元を通

して学んだ内容や自分

の学び方のよさを自覚

できるようにする。 

態 〇 ◇これまでの学習を基に、自

分の学び方について振り返

っているか評価する。 

［主体的に学習に取り組む態度］ 

◆手立てア 

◆手立てイ 

◆手立てカ 
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６ 生徒が自ら学習を調整する姿 

視点１「学習の見通し」手立てア、イ 

第１時 中学校までの既習事項と得られた知識を基に単元を貫く問いを設定する場面（手立てア） 

 図１に示した構造的な学習シート（以降、学習シート）によって、生徒が既習事項や第１時に学んだ内

容を基に、単元を貫く問いを立てた（図２）。また、図３のように、既習事項について「思いつかない」と

回答した生徒が、自ら立てた単元を貫く問いによって単元の見通しをもつことができ、「もっと知りたいと

思った」と回答する記述が見られた。さらに、第１時に得られた知識から、白血球を実際に観察したこと

がないと気付き、実験計画の立案を行った。 

図１の学習シートは、左上段に既習事項の

確認があり、左下には第１時の学習課題を解

決するために、生徒が自ら調べる内容を配置

している。また、左側の既習事項と右側の振り

返りを並べて比較できるようにした。これに

よって、生徒が授業前後の知識や考えの変容

を捉え、単元を貫く問いを見いだすことがで

きるようにした。また、図１の左下段を使っ

て、異物の侵入を防ぐ方法について、個別に調

べる段階とその知識を共有する時間に分け

た。これによって、興味・関心をもって調べた

内容が妥当か、生徒同士が確認できるように 図２ 生徒が立てた単元を貫く問い 

図１ 第１時の学習シート 
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した。このことが、図２のように個別の単元を

貫く問いに共通点が生じるきっかけになった

と考える。また、図３のように、今後学びたい

内容やそれに必要な学び方を記述できるよう

にしたことで、生徒が自分の興味・関心を高め、

単元の見通しをもつことにつながったと考え

る。 

 図１で示した学習の振り返りを、他の生徒と

情報共有することで、次の授業への見通しをも

つことができると考える。また、単元を貫く問

いについて考える時間を設定し、現状では考え

るための知識が十分ではないことに気付き、ど

のように学ぶことができれば問題が解決でき

るか検討することで、実験計画や免疫細胞同士

の連携について見通しをもつという展開も考

えられる。 

第４時 免疫細胞同士のつながりをウェビングマップにまとめる場面（手立てア） 

図４の学習シートの左側に、前時に調べた免疫の内容を確認できるようにした。また、右側には既習事

項についてウェビングマップ（以降、マップ）にまとめる内容にした。その結果、図５のように、学習課

題である免疫細胞同士の連携を、２種類の免疫の役割に注目しながら端的に表現することができた。 

図３ 単元の見通しをもつことができた生徒の記述 

図４ 既習事項を基にウェビングマップマップにまとめる学習シート 
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 図４の左側で既習事項を確認し、右側

にそれを活用してマップを作成できるよ

うにした。これにより、生徒が既習事項同

士を関係付けてマップを作成できるよう

にした。また、図５のように、第４時の学

習課題を解決するためにマップを作成す

る場面では、２種類の免疫を分けてまと

めるようにした。その結果、図５の生徒の

ように２種類の免疫の役割の違いと免疫

細胞同士のつながりを意識しながらまと

めることができたと考える。 

今回の授業実践で作成されたマップを

見返すと、教員がマップにあらかじめ記

載した体液性免疫や細胞性免疫といった

言葉について説明をしなかったため、図

５の下段の生徒のように、言葉の意味を

十分に考えず作成されたものもあった。

２種類の免疫の目的やそれに関係する細胞の関係を考えるように促す必要があったと考える。 

第５時 単元を貫く問いを解決するための見通しをもつ場面（手立てア） 

図６の学習シートによって、既習事項

とグラフを関係付けながら、免疫にはそ

の機能を強化する仕組みがあることに気

付いた（図７）。また、生徒は新たな条件

でグラフの変化を考える過程で、機能強

化の効果が時間とともに弱まると理解す

ることができた（図８）。これにより、単

元を貫く問いである「なぜ、病気との戦い

はなくならないのか？」を解決すること

ができた。（図９）。 

二次応答という生物的現象を、前時に

作成したマップの体液性免疫と関係付け

て考えることができるようにするため、図

６のように知識とグラフを対比できるよ

うにした。これにより、図７の記述にある

ように、生徒は免疫機能の強化が大量の抗

体を作ることであると理解できたと考え

る。また、単元を貫く問いとグラフの関連

性を考えることができるように、図６の

「考察してみよう」の③を設定した。これ

により、表１の発言や図８の生徒の記述の

図６ 二次応答の考察から単元を貫く問いに見通しをもつための手だて 

図７ 二次応答について考えた生徒の記述 

図５ 生徒が作成したマップの比較 
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ように、時間経過が免疫機能強化の低下

につながると気付くきっかけとなり、単

元を貫く問いを解決できた（図９）。 

図７のように二次応答について考える

場面で、このグラフの縦軸が、生徒が初め

て見る特殊な目盛り（対数グラフ）だった

ため、抗体量が 100 倍に変化していると

読み取ることができない生徒が多かっ

た。そこで、図７左側のように二次応答に

ついてまとめる部分に、抗体の量の変化

に注目するなどの記述が必要だったと考

える。 

また、次時と関係付ける展開として、図

９のような二次応答が起きる病気のみな

らず、次時に学ぶ自己免疫疾患について

先行して調べる方法も考えられる。自己

免疫疾患には、免疫の不具合により二次

応答が起きなくなる病気もあるため、そ

の原因を考える展開を入れることで、次

時の学習課題解決の見通しをもつことが

できると考える。 

第６時 自己免疫疾患や免疫を利用した病気の治療方法についてまとめる場面（手立てア） 

学習シート（図 10）に従って、代表的な自己免疫疾患について調べた（図 10 上段）。また、図 10 下段

のように、免疫を利用した２つの治療法の異なる点と共通性について考えた。これにより、２つの治療に

は体液性免疫が利用されていると気付くことができた。さらに、既習事項を基に、興味・関心をもった病

気について調べた（図 11）。 

図 10のように、原因の異なる自己免疫疾患を取り上げた。これにより、生徒が免疫のどの部分に不具合

があるか比較しながら調べることができた。また、ワクチンと血清療法という免疫を利用した治療法が、

体液性免疫を利用していると気付くことができるよう、２つの治療法を個別に調べてから、共通性につい

て考えることができるようにした。これによって、多くの生徒が、「抗体をつくらせる点が共通」という結

論に達した。さらに、生徒が興味・関心をもった病気について調べる際に、体内の免疫がどのように病気

に対抗するか、免疫以外の対抗策がどうなっているかという視点で調べることができるようにした。これ

によって、単元を通して学んだ免疫の知識を活用しながらまとめる生徒が多かった（図 11）。 

授業実践では、３つの自己免疫疾患を取り上げたことで、個別に病気を調べることが十分にできなくな

ってしまった。そのため、取り上げる自己免疫疾患を一つに絞り、これまでに学んだ免疫細胞同士のつな

がりを意識することができる構成にして、どの部分に不具合が生じているか検討するといった展開も考え

られる。 

Ｔ：③の答えは何番と予想しましたか？ 

Ｓ：イだと思います。 

Ｔ：理由は？ 

Ｓ：以前に（異物を）学んだ、記憶細胞が作られたとしても、

何十年と経っているから免疫記憶が残ってない状態に

なるから。 

表１ 免疫機能の低下の原因について述べている生徒の発話記録 

図８ 免疫機能の低下についての考えを記述した生徒の記録 

図９ 単元を貫く問いについて考えた生徒の記述 
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第１時 免疫について調べた内容と日常生活の関係について考える場面（手立てイ） 

55 ページの図 1で示した学習シートに従って、体内に異物を排除する仕組みがあると気付いた（図 12）。

その後、生徒自身が日常生活で体験した新型コロナウイルスを含めた病気の流行が繰り返されていると気

付いた。このように、日常生活と関係付け、免疫や様々な病気に対する興味・関心をもつことができた。 

図 12 のように、生徒が経験した新型コロナウイルスや様々なパンデミックを生徒自身が調べる展開に

した。これは、生徒が既習事項である「白血球は病原菌を排除する」という考え方が矛盾していることに

気付くようにしたためである。これにより、図 12にあるように、「なぜ、免疫システムがあるにも関わら

ず、病気にかかってしまうのか。」という矛盾への気付きから、病気への興味・関心が高まったと考える。 

今回の授業実践では、第１時で提示した病気については、その後の授業では扱うことがなかった。しか

し、単元全体を通して扱うことで、例えば、単元の終末に生徒全員で新型コロナウイルスを多面的に調べ

るという展開も考えることができる。 

図 12 日常生活に関する学習内容の提示によって、病気への興味・関心が高まった生徒の記述 

図 10 免疫を利用した治療法の共通点に気付いた生徒の記述 

図 11 学習内容について考えた生徒の記述 
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視点２「学習課題を解決するための学習活動」手立てウ、エ、オ 

第１時、第２時 免疫細胞を観察するための実験計画を立案し検討する場面（手立てウ） 

教員の「白血球を実際に見たことがありますか」

という発問に対し、生徒は白血球を実際に観察し

た経験がないことに気付き、観察に必要な実験計

画の立案を個別に行った。その後、３人グループ

を作り計画を比較、検討したことで、材料を具体

的に考えたり、必要な器具を追加したりするなど

計画を改善した（図 13）。また、次時に実験計画の

再検討を行った。その結果、実施が難しかった計

画が修正された。例えば、図 14のように、入手困

難な人間の血液から、手に入りやすい動物の血液

への変更、プレパラート作成に必要なスポイトや

実験手順の追加が行われた。また観察時の注意点

も検討された。 

図 14のように、材料、器具、方法を視点に実験

計画を発想することができるようにした。また、そ

れぞれの項目について注意点を話し合うことにし

た。その結果、立案した計画を比較、検討する際に

情報共有が図られた。また、始めに考えた実験計画

において、実現可能なものや実現が困難なものは、

理由とともに提示した（表２）。これによって、計

画の再検討が速やかに行われ、実験に関する注意

点まで話し合いが進んだ（図 14）。 

今回の授業実践では、制限なく自由に計画を考える展開にしたことで、生徒から様々な考えが出された。

一方で、出された考えが明らかに法律に違反しているものがあった。そこで、あらかじめ実現が不可能な

ものをまとめた資料を提示し、実現が可能な計画について検討する展開にした方が良いと考える。また、

生徒が立案した実験計画を検討する場面で、教員が妥当な考えをもつ生徒を価値付けたり、全体に共有し

たりすると、更に計画の充実が図られ、実験の観察や考察の時間確保につながると考える。 

生徒からの提案 

（対応可能） 
教員の対応 

生徒からの提案 

（対応不可能） 
対応不可能な提案に対する説明 

材料 

・白血球のみに

する

・遠心分離を行っ

て対応

・人間の血液 ・法律上得るのが困難

→代案として入手が容易な哺乳類で

ある豚の血液を提案

器具 

・食作用を見る

ための墨汁

・スポイト

・提案を受けて実

際に用意

・注射器

・ナイフ

・カッター

・ヒトの血液採取は医療行為となり医

師・看護師のみ可能

→実験の安全性からも難しいと説明

方法 

・ＩＣＴによる

記録

・撮影を容易にす

る器具を用意

・1400 倍で観察 ・備品の顕微鏡の限界が 600 倍

→代案としてＩＣＴで記録し拡大す

る方法を提案

図 13 実験計画に立案における生徒の変容

図 14 実験計画の再検討における計画の変化

表２ 生徒が始めに考えた実験計画に従って教員が行った対応 
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第２・３時 免疫細胞の観察を通して、食作用を観察することができたか確認する場面（手立てエ） 

白血球の観察において、立案した実験

計画が妥当であったか、得られた結果と

教員の提示した白血球の食作用の動画の

比較を行った。多くの班が図 14のような

実験計画で観察を行った。しかし、実験

サンプルの状態により、図 15、16のよう

に、観察できた班と観察できなかった班

に分かれた。図 15は観察できた班の記録

であり、白血球の色や形状、実際に目に

した食作用の記録から、この生徒は学習

課題が解決したと把握した。また、実験

後に白血球について更に知りたいと記述

している。一方で、図 16は観察できなか

った班の記録であり、教員の提示した動

画を基に、この生徒は学習課題が解決で

きたと把握している。また、観察できな

かった実験方法に対して、「実験の仕方を

考えてより学べるようなやり方を学びた

い」と記述している。 

実験を生徒に委ねるにあたって、表２

のような実験計画の改善点を示すととも

に、観察ができなかった場合に備えて、

食作用が確認できる動画を用意した。こ

れにより、生徒が観察結果に左右されず、

学習課題が解決されたか把握できたと考

える。また、観察できなかった班は、食

作用の動画を見ることで、その原因を考

え、図 16に示した通り、「実験の仕方を

考えてより学べるようなやり方を学びた

い」と考えるきっかけになったと考える。 

今回の授業実践では、学習課題が解決

したか確認する場面で白血球の食作用の

動画を利用した。しかし、動画を先に見

せることで、どのような方法で観察を行

えば、動画のような結果が得られるか予

想したり、実験中に学習課題が解決した

か、すぐに生徒が把握したりできるようにする展開も考えることができる。これによって、生徒が観察し

ているものが正しいかすぐに把握することができるとともに、グループでも結果を共有しやすくなると考

える。 

図 16 観察できなかった班の生徒の記録 

図 15 観察できた班の生徒の記録
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第３時 免疫を司る細胞を考えるために免疫細胞の連携を知る必要があることに気付く場面（手立てオ） 

学習課題を解決するために、３人組で役割分担をし

ながら三つの視点から免疫について調べた（図 17）。そ

の際、視点ごとにグループを作って調べたり、教え合っ

たりした。その後、得られた情報を元のグループに戻っ

て共有した（図 18）。次に、教員から出された発問（図

19）について、本時で学んだ内容から考えた。しかし生

徒は、調べた免疫細胞の知識があるだけでは発問に答

えられず、免疫を司る細胞とその免疫細胞同士のつな

がりを知る必要があると気付いた。 

生徒が三つの視点から免疫を調べる際に、調査内容

や役割分担を委ねることで、一人一人の興味・関心に沿

ってできるようにした。また、視点ごとに集合場所を変

えたことで、同じ視点の生徒同士の交流が生まれ、図 17

の左下の記述のように、お互いに調べた内容を比較し

ながら、内容の改善ができたと考える。さらに、３人組

での情報共有では、調べた内容を自分なりに理解して、

重要だと思われる内容を一つだけ伝えるように指示し

た。これにより、表３のように、生徒同士が話し合いな

がら、既習事項を想起し、必要と思われる用語について

情報共有する場面が見られた。また、図 19の発問によ

って、個別の細胞の知識だけでは免疫の全体像を捉え

ることができないことに気付くにように促した。また、

次時に、免疫細胞同士のつながりを考えるマップを作

成することで、図 19の発問について答えることができ

るようになると伝えた。これにより、なぜマップを作成

するのかという意味付けを行った。 

免疫について三つのグループに分かれて調べる活動

を行った際に、設定した時間内に調べたり、情報共有し

たりするための適切な学習課題を設定できていなかっ

た。そのため、調べた内容が不十分だったり、設定した

時間内に情報共有できる量を超えて調べた生徒が見ら

れた(図 17)。これによって、個別の生徒の知識は深ま

ったものの、情報量が多くなりすぎ、元のグループに戻

った時に情報共有がうまく行われなかったグループが

あった。このことから、それぞれのグループごとにどの

ような情報を捉えておく必要があるか、テーマを設定

する展開が考えられる。また、情報共有前に、個別に情

報を整理する時間や情報交流の流れを確認する時間を

設定することで、情報共有を円滑に進め、図 19の発問

について生徒同士が話し合う展開も考えられる。 

図 18 生徒の情報共有の場面 

図 17 ３つの視点から免疫をまとめた記録の比較

図 19 免疫細胞同士の連携に気付くための発問 
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第３～５時 作成したウェビングマップを基に免疫を司る細胞について考える場面（手立てオ） 

図 19に示した発問について、第４時に作成したマップ（図５）を基に、免疫を２種類に分け、免疫細胞

同士の連携として捉えることができた。それを基に、生徒は、再び図 19の発問内容を想起し、現状の知識

で考えることができると気付いた。その後、自身の考えが正しいか、互いのマップを基に話し合い、免疫

を司る細胞が２種類の免疫と連携していることに気付いた。 

第５時に、図６に示したマップを基にして、学習課題である「免疫細胞同士は、どのように連携して異

物に対抗しているのだろうか」が解決できたか３人組で確認する展開にした。これによって、個別に作成

したマップの中に、２種類の免疫が含まれていると気付くことができるようにした。また、図 19の発問を

提示し、マップを使いながら考えるように促した。これによって、３人組でお互いのマップを確認しなが

ら二つの免疫に指示を行っている細胞について考えた。さらに、代表の生徒の発言によって、３人組で出

した考えが妥当だったか確認できたと考える。 

今回の授業実践では、始めからヘルパーＴ細胞が中心となるマップを使用した。しかし、２種類の免疫

を二つのグループに分かれて調べてから情報共有する過程で、免疫の中心となる細胞がヘルパーＴ細胞で

あることを捉える展開にすることもできる。これによって、他者との交流の中で、生徒が免疫細胞の連携

について把握できると考える。 

視点３「学習の振り返り」手立てカ 

第６時 単元を通して学んだ知識を振り返り、興味・関心をもった病気について調べる場面（手立てカ） 

図 20 第６時の学習シート 

Ｔ ：調べた中で、今日の成果だと思う事を一つ教えてあげてください。 

Ｓ１：どれが大事だと思う？ 

Ｓ２：（学習シートを指しながら）これがいいんじゃない？前回調べた時も出てきたし 

Ｓ３：そうです。そうです。造血幹細胞…造血幹細胞からＴ細胞が作られます。さらにマクロファー

ジが免疫では重要です。 

表３ 生徒の情報共有の場面の授業記録 
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単元の終末に、図 20 の学習シートの左側に示した構成に従って、既習事項と比較しながら免疫の不具

合が原因となる病気や免疫を利用した治療方法について調べた。その中で、免疫の過程のどこに不具合が

あるか、治療方法が免疫の過程のどの部分を利用したものかを理解した。その後、図 20の右側上段に示し

た構成に従って、既習事項を活用し、病気に対する知識、体内での免疫の作用、薬など免疫以外の治療方

法についてまとめた。図 21に示した生徒は、病気が体内に侵入した際に免疫がどのように対抗するか、単

元を通して学んだ生物の用語の意味を理解し、活用しながらまとめることができた。さらに、図 22の生徒

は、「免疫が自身を攻撃する場合があることを知り、おどろいた」という自己の知識の変容に気付き、イン

フルエンザについて更に調べたいと記述した。

図 20 の右上段のように、単元を通して学んだ知識を全て想起

することができるように、既習事項を確認しながら調べることが

できるようにした。それにより、図 21 上段のように単元の始め

に興味・関心をもった病気を想起し、更に調べる生徒が多かった。

その過程で、図 21 下段のように、第４時に作成したマップでま

とめた免疫細胞同士の連携や図 20 の左側に記述した治療方法な

どを想起しながら調べることができたと考える。また、学習前の

自分と学習後の自分を比較することを通して、問題解決の過程を

振り返り、自分の学び方のよさを自覚できるようにするため、図

20 右下段のように学習の振り返りの場面を設定した。これによ

り、図 22 の「もっといろいろ調べてみたい」という生徒の記述

のように、免疫に対する興味・関心を高めることにつながったと

考える。 

今回の授業実践では、生徒が興味・関心をもった病気について単元の終末に調べる展開であった。しか

し、生徒が決めた病気について、単元を通して多面的に調べるといった展開も考えられる。また、今回の

授業実践では、単元の終末のみ、学び方

のよさを確認する展開になっていた。し

かし、単元を貫く問いを立てる場面や免

疫細胞の連携についてまとめる場面や

マップを作成する場面において、生徒が

学び方のよさを自覚できる機会を増や

す展開も考えられる。 

図 21 学んだ知識を活用する生徒の記述 

図 22 生徒が単元を通して学んだことから病気についてまとめた記述 
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